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  ◎『黄帝内経』をなぜ読むのか
　※『黄帝内経』とは、現存『黄帝内経素問』『黄帝内経霊枢』を合わせた便宜的な言い方で、そういう本があるわけではない。
　日本の鍼灸師にとって、「日本鍼灸」とは何かは、大きなテーマであろう。
　それを知るためには、自分の顔を映し出す鏡が必要。その鏡が中国鍼灸であり、最古の鍼灸書としての『黄帝内経』である。
　
　中国鍼灸の原型とは何か、どのように誕生し発展し現在のようになったのか［原理論・段階論・現状論の三段階構成］と対比することなしに、日本鍼灸の歴史と現在を考えることはできない。
　
◎『黄帝内経』をどう読むか

　中国古代の医師が、どんな意識で、どんな文化的、思想的基盤の上で医療の思想を構築したのかを、丸ごと理解する。現在の臨床の立場からつまみ食いしない。近代的（＝欧米的）意識、感覚のフィルターを掛けず、古代人の意識、感覚で読む。［それは原理的に不可能だが、出来る限り近似的に。］レヴィ・ブリュル著『未開社会の思惟』（岩波文庫）などが参考になる。
　
◎『黄帝内経』はいつ成立したか

1.　原『黄帝内経』［戦国時代〜前漢中期・司馬遷『史記』ごろ］
2.　『黄帝内経』十八巻、『外経』三十九巻（『漢書』芸文志に記載）［前漢中期・司馬遷『史記』、董仲舒『春秋繁露』以降〜前漢末・劉歆『七略』］
3.　『黄帝内経素問』『黄帝内経霊枢』［後漢以降〜三国・晋ごろ？ 運気七篇などは宋代？］

◎タイトル『黄帝』は、内容を示す？

　Ⅰ.従来の考え方
「『黄帝内経』の思想的基盤を探る」ための定番的な方法は、『黄帝内経』の文章の中から、戦国時代の諸子百家の引用文を探しだし、陰陽家（陰陽五行論）や儒家の荀子、道家の老子、荘子、兵家の孫子、その他の影響をバラバラに論じるというもの。現在の中医学の教科書もほぼその方法。
　
　この方法からは、医師が当時の時代思潮の中から思いつくままに文章を引用し、医療思想に利用したというイメージしか得られず、戦国時代末から始まったダイナミックな思想統合の動きを理解できない。
　
　Ⅱ.戦国末からは黄老思想の時代である
　戦国時代末期、来たるべき帝国形成に役立たせるために、諸派の思想を統合し、大きな政治思想、文化思想を作り出そうとする思想統合運動は、斉や秦で始まり、漢代にも続けられる。それが、「黄老思想」の流れである。
　
　この150年の黄老思想の潮流が生んだ書物が、『黄帝四経』『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』などであり、『老子』『荘子』『列子』など道家文献にも黄老思想の部分があるとされている。［中国では、現在、『文子（ぶんし）』『鶡冠子（かつかんし）』なども、黄老文献と解釈されている。『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』など大著のほか、多くの小著が存在したのだろう。］
　
　Ⅲ.黄老文献の思想的特徴
　（1）政治に濃厚な関心がある。
　（2）「天道思想」を基礎とする。天地宇宙の理法（上下に循環する気の運動、四季の変遷など）を捉え、それに準拠して政治を行い人倫を調える。
  （3）君主は天に倣って無為を旨とし、臣下は有為を旨とする役割分業論。
　（4）君主の治身を治国の要とする治身治国論がある。
　（5）天道思想、道家的無為清静の姿勢、儒・墨・法など諸家を採り入れる複合思想である。

　学者たちは、現在、こうした戦国末以降、思想界をリードした文献を「黄老書」「黄老文献」と呼ぶ。それが、黄老思想と名づけられるのは、上記の5つの要素のうち、（1）（2）は「黄帝」思想と、（3）（4）は広い意味の「老子」思想と結びつくからである。
　
　Ⅳ．『黄帝内経』も、黄老思想の5要素を満たす
　『黄帝内経』は政治書ではない。しかし、黄帝は日夜、民の健康を気遣い、民に寿命をまっとうさせようと頭を悩ませ、臣下の名医と問答を続けている。それは広義の政治である。そう考えれば（1）はクリアしている。また、『黄帝内経』全162篇を貫く中核の思想は、天地日月の法則に基づいて治療を施すべしとする「天道思想」にほかならない。（2）もクリアしている。

[bookmark: _GoBack]　（3）について、『黄帝内経』は、天地とともに生き心身を陶冶せよと指示し、恬淡虚無の道家的境地を重視する。（4）の「治身治国」思想は、藏府を国家制度に比定する『素問』霊蘭秘典論篇で述べられている。『霊枢』師伝篇、外揣（がいすい）篇からも片鱗がうかがえる。（5）は、『黄帝内経』が、道家、儒家、墨家、法家、陰陽家、兵家など諸子百家から影響を受けているという従来の指摘から類推できる。

　『黄帝内経』は、陰陽家、儒家、道家、墨家、兵家などの影響をばらばらに受けて成立したのではない。それら先秦諸子百家の思想を天人合一の「天道思想」を軸に編成替えをして作り出された黄老思想の流れを受けて体系化されたのである。そう見ることで初めて、熊野弘子論文の検討から浮上した儒家的な積極的、現世的な養生思想が恬淡無為の道家的な消極的脱俗思想と同居しているなどの矛盾が、矛盾としてではなく統一性として把握できる。

　Ⅴ．では、「黄帝」思想とは何か
　黄老思想研究が定着している中国でも、肝腎の「黄帝」思想とは何かを深く追究した研究には、出逢えていない。目に入るのは、「黄帝」思想ではなく、「黄帝」とは何者かを史書、伝説に探る議論ばかりである。それらによれば、黄帝は神話上の帝王であり、軍事英雄であり、天文学、医学、暦学など諸々の技芸を創造した発明王であり、修行を達成し天に登った仙人であった。このように多ジャンルにまたがる総合的カリスマだったので、『漢書』芸文志の目録には「黄帝」に仮託した政治書、兵書、医学書、暦書、房中書、神仙書などがたくさん記録されているというのが、大方の理解なのである。

　こうした研究の水準を大きく超えて、「黄帝」思想そのものの構造を照らし出す仮説を大胆に提出したのが、浅野裕一の『黄老道の成立と展開』（創文社、1992）である。浅野は、この研究で『黄帝四経』と目される馬王堆漢墓帛書『経法』『十六経』『称』『道原』の4書を横断的に分析し、そこには、日月星辰、陰陽四時の周期性を天の理法と捉え、この恒常的な「天道」を規範に政事、人事を行えば国は栄え、そうしなければ亡びるとする「天道思想」が一貫しており、これこそが「黄帝」思想であるとした。

　天道思想は既に、古い周代の歴史を記した『国語』越語下篇の越国の名宰相・范蠡の言行に現れる。范蠡は、政治、軍事の助言を行う際、必ず天地の循環する法則性に則り国力を養うことを唱え、天の意に反すれば災いが下ると天人相関思想を主張していたという。范蠡はまた、「満を持す」「盛んなるも驕らず」「労するもその功に矜（ほこ）らず」など、『老子』に近似した処世訓を語るが、浅野はこの范蠡言が『老子』の形成に影響を与え、また斉国に伝わり稷下黄老学の思想的淵源になったと考えるのである。

　浅野は、『漢書』芸文志の「黄帝」書は、ジャンルにかかわらず天道思想に則り事を行う書物であったと推測している。例えば、「陰陽兵家」に分類されている『黄帝』十六篇、図三巻や『鬼容区』三篇、図一巻、黄帝臣，依託などは、天地の気の循環、四季の運動法則に合わせて戦争をする兵法学であり、「雑占家」の書とされている『黄帝長柳占夢』十一巻は、天地の気の運動法則である陰陽論、五行論を適用した夢占いであり、「房中家」の『黄帝三王養陽方』二十巻は、天地宇宙の気と一体になるセックス技法の書であるという具合である。

　同様に、「医経家」に分類されている『黄帝内経』十八巻、『外経』三十九巻は、天の法則、地の法則に則り医療を行う天人合一の医書であることになる。「黄帝」というタイトルから内容を推し量れるのである。
　
　この『黄帝内経』十八巻、『外経』三十九巻の性格は、現存の『素問』『霊枢』に引き継がれていると考えることができる。
　
　このような見方は、現代中医学の教科書が採用する、『素問』『霊枢』に影響を与えた諸子百家の思想を、陰陽家、道家、儒家、さらに兵家と、相互の脈絡なくバラバラに検討する方法に終止符を打ち、『内経』思想史に諸子百家統合の見方を持ち込む作業でもある。

◎『黄帝内経』と黄老思想
　
　黄老系文献と目されている『黄帝四経』から『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』を点検すると、現存の『素問』『霊枢』（総称して『黄帝内経』と呼ぶ）の医療思想の枠組みとなっている「気の思想」「天道思想」「天地人三層構造論」「循環の思想」が、一貫した継承関係で流れていることが浮上する。
　
　Ⅰ．《気の思想》

台湾の道教学者、陳鼓応の『黄帝四経今注今釈』（商務印書館、2007）によれば、『黄帝四経』には、「気」の文字はわずか5個所ほど現れるだけで、それらは地気、夜気、血気、雲気など具体的な事物を指し、まだ哲学的、抽象的な概念になっていないという。これは、銘記すべき指摘である。
　
　『黄帝四経』には、天地の「気」が働いて万物を形成するという気一元論の初期的な表現が見られる。また血気のうっ滞が疾病を形づくるという気の病因論が記述されている。

　「天（気）の精微なるを得て、地気の発するを待てば、すなわち萌え出ずるべきものは萌え出で、擎（＝持ち上がるべき）ものは持ち上がる。天に因（よ）るならばこれ成る。因らなければ成らず、（地が）養わなければ生ぜず」（『十六経』観）
　「怒りは内在する血気の作用による。闘争は外在的な脂肪、皮膚の作用による。怒（気）を発散させることなくうっ滞すれば、癰疽となる」（『十六経』五正）

　ここには気の思想の体系的展開はないが、のちに『黄帝内経』において、「天にありては気となり、地にありては形と成り、形と気、相感じて万物を化生す」（『素問』天元紀大論篇）と語られる気の生命論や気血の変調による病因論の原初的な説明が、すでにある。
　
　『管子』は、勃海湾に面し商業で繁栄した戦国七雄の一つ斉国の「稷下の学」が生んだ大部の著書である。『黄帝四経』の気の思想は初期段階だが、『管子』に至ると、万物の根源を「気の精なるもの」である「精」と設定し、精緻な気の哲学を展開する。

　「およそ物の精、化すれば則ち生をなす。下は五穀を生じ、上は列星となる。天地の間に流（し）く。これを鬼神という。胸中に蔵する、これを聖人という」「故に化気なり。化すれども気をかえず」（『管子』内業篇）
　「人の生は天その精を出し、地その形を出し、合わせて人となす。和すればすなわち生じ、和せざれば生ぜず」「精は気の精なるものなり」（内業篇）　
　「およそ食の道は大いに充つれば、形傷れて蔵せず。大いに節すれば骨枯れ血凝（こ）る。充節の間これを和なるという。精の舎るところにして、知の生ずるところなり」（内業篇）
　「気を専らにすれば神のごとく、万物つぶさに存す。よく専らならんか。よく一ならんか。よく卜筮なくして吉凶を知るか。これを思いこれを思い、また重ねてこれを思う。これを思いてしかも通ぜずんば、鬼神、特にこれを通ぜんとす。鬼神の力にあらざるなり。精気の極なり」（内業篇）

　斉国の衰退を睨みつつ天下統一を控えた秦国で、宰相・呂不韋が編纂した総合的著作『呂氏春秋』は、この「精気」思想を引き継ぐ。

　「何をもって天道の円なるを説くや、精気一上一下し、円周複雑として係留するところなし。故に天道は円なりという」（『呂氏春秋』季春紀・円道）
　「流水腐らず、戸枢蠹せざるは、動けばなり。形気も亦た然り。形動かざれば則ち精流れず。精流れざれば則ち気鬱す。鬱、頭に居れば腫をなし、風をなす」（季春紀・尽数）
　「凡そ人の三百六十節、九竅五蔵六府、肌膚は其の比（＝秘、緻密）ならんことを欲し、血脈は其の通ぜんことを欲し、筋骨は其の固ならんことを欲し、心志は其の和せんことを欲し、精気は其の行らんことを欲するなり。此の若ければ則ち病居る所無くして、悪由りて生ずること無し。病の留まり、悪の生ずるは、精気鬱すればなり」（恃君覽・達鬱）
　「およそ事の本はまず身を治む。その大宝（＝からだ）をおしみ、 その新を用い、その陳を棄てれば（＝新しい気を吸い、古い息を吐けば）、腠理遂通し、精気日に新たに、邪気ことごとく去り、その天年に及ぶ（＝全うする）。これをこれ真人という」（季春紀・先己）

　この系譜は、秦の破綻後の前漢帝国において編纂された『淮南子』および『春秋繁露』に流れ込んでいる、が、事情は少し複雑である。

　『淮南子』において一番活躍する「精」に絡む概念は、「精」と「神」を連用した「精神」である。

　「古（いにしえ）、いまだ天地あらざるの時、惟だ像あるのみにして形なく⋯⋯、二神ありて混生し、天を経し地を営み⋯⋯、ここにおいてすなわち別れて陰陽と為り、離れて八極と為り、剛柔相い成り、万物すなわち形（あらわ）る。煩気（＝乱雑の気）は虫（＝動物）と為り、精気（＝純精の気）は人と為る。このゆえに精神は天の有（＝持ち物）にして骨骸は地の有なり。精神其の門に入て骨骸其の根に反（かえ）れば、我なお何ぞ存せん。このゆえに聖人は天に法り地に順い、俗に拘わらず人に誘われず、天をもって父と為し地をもって母と為し、陰陽を綱と為し四時を紀と為す」（『淮南子』精神訓）
　「夫れ精神は天より受ける所なり。しこうして形体は地より禀（う）ける所なり。⋯⋯故に曰く。（胎児が誕生に至るまでには）一月して膏、二月にして膚、三月して胎、四月にして肌、五月にして筋、六月にして骨、七月にして成り、八月にして動き、九月にして躁しく、十月にして生ず。形体以って成り、五蔵すなわち形なす」（精神訓）

　「精」は「神」と合体させられて「精神」となり、肉体と並ぶ人間存在の根拠、スピリチュアル性を付与されている。根源的な生命エネルギーの真実在性よりも、天＝陽に帰属する霊的要素が強調され、人が死ねば「精神」は、天の門に入るという。これは人間の霊性への関心の高まりを示唆する。
　
　『淮南子』が武帝に献上されたころ、首都長安では儒者、董仲舒が活動を始めていた。彼は、強固な中央集権国家に適した統一思想を儒学によって構築しようと、『春秋繁露』（現存17巻82篇）を執筆した。『春秋繁露』は、孔子、孟子の天への崇敬を極端化し、天は地上の王に権力を与えた、帝王は「天子」だという王権神授説を唱える。「天地—国家—身体」を貫く宇宙論的神学体系を構想し、儒家を軸に、墨家、道家、法家、陰陽・五行論、周易、数術、そして医家の思想を取り入れている。政治は四季の運行と天地陰陽、五行の法則に従うべしと天道思想を強調しつつ、災異思想を導入し、王権の暴走に歯止めを掛けてもいる。天人相関論を徹底させ、人の数と天の数は対応するとし、人身の骨、関節、五蔵、四肢なども１年の日数、月数、五行、四時（春夏秋冬）の数と同じだと主張したが、それは、『黄帝内経』の思想と瓜二つである。

　『春秋繁露』は、儒家思想としてのみ扱われてきた。現在は、先行する諸子百家思想を儒学で最終的に統一した総括書として、黄老思想と関連させる解釈が目立つ。論述の動機には、『淮南子』への対抗意識があったとする研究者もいる（池田知久「儒教の国教化と『淮南子』」『知のユーラシア3　激突と調和　儒教の眺望』明治書院、2014）。
　
　『淮南子』は、スピリチュアルな「精神」概念により、新たな生命観、人間観を打ち出したが、『春秋繁露』には、同様な「精神」の用例は１個所しかない。むしろ『管子』『呂氏春秋』の根源的な生命エネルギー観を踏襲する「精」概念が展開されている。

　「天は衆精（＝多くの精）を積みて以て自ら剛（つよ）く、聖人（＝ここでは帝王）は衆賢（＝多くの賢者）を積んで以て自ら強し。天は日月星辰を序し（＝秩序を調え）て以て自ら光り、聖人は爵録を序して以て自ら明らかなり。天の剛なる所以は、一精の力に非ず。聖人の強き所以のものは、一賢の徳に非ざるなり。ゆえに天道はその精を盛んにするに務め、聖人はその賢を衆（おお）くするに務む。その精を盛んにしてその陽を壱にし（一、＝集中して高め）、その賢を衆くしてその心を同じくす」（『春秋繁露』立元神）
　「気の清きものを精と為す。人の清きものを賢と為す。身を治むる者は、精を積むを以て宝と為し、国を治むる者は、賢を積むを以て道と為す。⋯⋯夫れ精を致さんと欲する者は、必ず其の形（＝肉体）を虚静にし、賢を致さんと欲する者は、必ず其の身を卑謙す。形静かにして志し虚なる者は、精気の趣く所なり。謙尊して自ら卑くする者は、仁賢の事（つか）うる所なり」（通国身）
　「春は生じ夏は長じ、百物以て興（おこ）る。秋は殺し冬は収め、百物以て藏す。故に気より精なるは莫（な）く、地より富むは莫く、天より神なるは莫し。天地の精の以て生ずる所の物は、人より貴きは莫し」（人副天数）

　『黄帝四経』の素朴な「気」概念の延長に『管子』で練り上げられ、『呂氏春秋』『春秋繁露』に引き継がれた宇宙や人体を生成する根源的な生命素「精」の概念は、『黄帝内経』では次のように使用されている。　　
　　
　「両神（＝男女両性）相搏（まじ）わり、合して形を成す。常に身に先んじて生ずるを是れを精と謂う」(『霊枢』決気)
　「人始めて生ずるや、先ず精を成し、精成りて脳髄生ず。骨を幹と為し、脈を営と為し、筋を剛と為し、肉を墻（しょう＝垣根）と為し、皮膚堅くして毛発長ず」（『霊枢』経脈）
　「五蔵は四時に応ず…東方は青色、入て肝に通ず。竅を目に開き、精を肝に蔵す。…南方は赤色、入りて心に通ず。竅を耳に開き、精を心に蔵す。中央は黄色、入りて脾に通ず。竅を口に開き、精を脾に蔵す。…西方は白色、入りて肺に通ず。竅を鼻に開き、精を肺に蔵す。…北方は黒色、入りて腎に通ず。竅を二陰に開き、精を腎に蔵す」（『素問』金匱真言論）

　そして、『淮南子』的なスピリチュアル性を伴う「精神」は、次の文章の末尾で語られている。

　「上古に真人なる者あり。精気を呼吸し、独り立ちて神を守り、肌肉一の若し。故に能く寿は天地を敝（つく）し、終る時あることなし。⋯⋯中古の時、至人なる者あり。陰陽に和し、四時に調え、世を去り俗を離れ、精を積み神に全く、天地の間に遊行し、八達（＝八方の遠方）の外を視聴す。⋯⋯その次に聖人なる者あり。天地の和に処（お）り、八風の理に従い、嗜欲を世俗の間に適（かな）え、恚嗔（いしん＝怒り）の心なく、行いは世を離るるを欲せず。⋯⋯外、形（＝肉体）を事に労せず、内、思想の患いなし。恬愉（てんゆ＝静かな喜び）を以て務めとなし、自得を以て功となし、形体敝（ほろび）ず、精神散ぜず、また百を以て数うべし」（『素問』上古天真論）

　Ⅱ．《「天道」思想》
　
A.黄老文献の天道思想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　黄老思想とは、「黄帝」思想と、「老子」を換骨奪胎し、「君主は無為、臣下は有為」に装いを変えた新「老子」思想の２本柱を立て、その周りに儒家、法家、墨家、兵家など諸子百家の学説を総合した戦国末期の一大潮流であった。
　
　そして、柱の一つ「黄帝」思想とは、天地の気の循環する運動法則に順って政治、人事を行うべしとする「天道」思想のことだというのが、浅野裕一が喝破した新説であった。
　　　
　古代「天道」思想は、殷代の慣習的思考を引き継ぎながら周代に始まる古い意識形態である。それには、①天を人格神と捉え、悪い政治を行えば、天罰が下るという災異説の要素と②天をあたかも陰陽、五行、循環の法則が貫かれた自然の天とする機械論的宇宙論の二つの要素があった。『黄帝四経』にもこれら①②が結び付いていたと浅野は指摘している。こうした思想史の流れの中に、『黄帝内経』の「天道」思想を位置づけてみよう。
　
　『黄帝四経』には、天地の気の交合によって万物が生み出されるという、気の生命観、自然観がうたわれていた。
　
　「天（気）の精微なるを得て、地気の発するを待てば、すなわち萌え出ずるべきものは萌え出で、擎（＝持ち上がるべき）ものは持ち上がる。天に因（よ）るならばこれ成る。因らなければ成らず、（地が）養わなければ生ぜず」（『十六経』）
　
　それは、『黄帝内経』において、「天にありては気となり、地にありては形と成り、形と気、相感じて万物を化生す」（『素問』天元紀大論篇）と定式化される自然主義的な機械論的宇宙観の原初的な説明であった。この天地の自動運動を宇宙の秩序の紀律と捉え直し、政治から労働、生活まで順うべき基準とするという「天道」思想は、『黄帝四経』において、次のように語られている。
　　
　「天地には恒常（＝不変の紀律性）あり」（『経法』）
　「天を天とせざれば則ちその神を失い、地を地とせざれば則ちその根を失う。四時（＝春夏秋冬）の度（＝規律）に順わざれば則ち民は疾む」（『経法』）
　「四時に度あるは、天地の理（＝摂理）なり。日月星辰に数（＝法則性）あるは、天地の紀なり。…一は立て一は廃し、一は生じ一は殺し、四時代わる代わる正（しゅ）たりて（＝春夏秋冬、成長収蔵、季節ごとに主人公が入れ替わり）、終わりて復た始まる（＝永劫に循環している）」（『経法』）
　「日は明をなし、月は晦（かい、＝暗さ）をなす。（天も人も同じく）昏くして休み、明るくして起く」（『称』）
　「天に順う者は昌え、天に逆らう者は亡ぶ。天道に逆らうことなければ、則ち守る所を失わず」（『十六経』）
　
　このとき、天および天地とは、一定の摂理をもって自動運動する非人格的な機械的宇宙である。ところが、その天道が指示する紀律に従わず、逆らえば、機械的宇宙は、神格性を露わにして恐るべき災いを降ろす。
　
　「凡そ禁を犯し、理を絶たば、天誅必ず至る」（『経法』）
　「天には固（もと）より奪うあり予（あたう）るあり、祥あり不祥あり、天予うるも受けざれば、反ってもって殃（おう、＝災い）にあう」（『十六経』）
　
　天とは、機械的に黙々と営周する自然と地上の支配者の不善に天罰をくだす神格との矛盾的同一であり、神格的存在が四時循環の機械的紀律性を取るのである。中国古代の天は、二元的で混沌とした観念の複合体であった。

　１.機械論的宇宙論の側面
　では、それに続く黄老文献に「天道」思想はどのように引き継がれたのだろうか。まずは、機械的宇宙論の側面から考察しよう。『管子』には次のようにある。
　
　「その功、天に順う者は天これを助け、其功、天に逆う者は天これを違わす。天の助けるところ、小なりと雖ども必ず大なり、天の違うところ、成ると雖ども必ず敗る。天に順う者は其の功あり、天に逆う者は其の凶を懷し、復び振わざるなり」（『管子』形勢）
　「四時の事、備わりて、民の功は百倍す。故に春は仁、夏は忠、秋は急、冬は閉。天の時に順い、地の宜しきに約し、人の和を忠す。故に風雨は時あり、五穀は実り、草木美多く、六畜蕃息す。国富も兵強く、民材して令行われ、内に煩擾の政なく、外に強敵の患なきなり」（『管子』禁藏）
　
　『管子』は、「天に順う」「天に逆らう」という『黄帝四経』の文言をそのまま継承して論を立てている。
　
　『呂氏春秋』になると、天に法（のっと）るという言い方が目立つ。
　
　「太一（＝根源的な宇宙）は両儀（＝天地）を出し、両儀、陰陽を出し、陰陽変化して一上一下し、合して章をなす（＝万物を作る）。渾渾沌沌、離るれば則ちまた合し、合すれば則ちまた離る。これを天常（＝宇宙自然の法則）と謂う。天地は車輪の如く、終われば則ちまた始まり、極まれば則ちまた反（かえ）り、みな当たらざるなし。日月星辰は、或いは疾（はや）く或いは徐（おもむろ）に、日月は同じからずして、以てその行を盡（つ）くす。四時は代わる代わる興りて、或いは寒く或いは暑く、或いは短く或いは長く、或いは柔らかく或いは剛（こわ）し。万物の出ずる所は、太一に造（はじ）まり陰陽に化す」（『呂氏春秋』大楽篇）
「蓋し聞く、古（いにしえ）の清世は、是れ天地に法る。凡そ（ここにまとめた）十二紀なるもの（＝『呂氏春秋』）は、治乱存亡を紀すゆえん（＝手段）なり、寿夭吉凶を知るゆえんなり。上はこれを天に揆（はか）り、下はこれを地に驗（ただ）し、中はこれを人に審（つまびらかに）す。此の若くすれば、則ち是非、可不可、遁（のが）るる所なし。天を順といい、順なれば維（こ）れ生く（＝天道に順えば生長する）、地を固といい、固なれば維れ寧（やす）し（＝固い意志を持てば安寧である）。人を信といい、信なれば維れ聽（したが）う（＝信を以てすればみな従う）。三者咸（みな）当れば、無為にして行われる。行うとはその数（すう）を行うなり（＝法則性に則る）。その数を行い、その理（＝摂理）に循（したが）い、その私を平にするなり（私欲を去ることである）」（『呂氏春秋』季冬紀・序意）　
　
漢代の『淮南子』ではどうか。　

　「聖人は、天が覆（おお）い地が載（の）せ、日月が照し、陰陽が調い、四時が化して（＝変化して）、万物同じからざるがごとく、故（こ、＝古いということ）なく新なく、疏（そ、＝疎遠であること）なく親（しん、＝親密であること）なし。故に能く天に法る」（『淮南子』泰族訓）
　「聖人は天に法り情に順い、俗に拘（かか）わらず、人に誘（いざなわ）れず、天を以て父と為し、地を以て母と為し、陰陽を綱と為し、四時を紀と為す。天は静かにして以て清く、地は定まりて以て寧（やす）し。万物これを失う者は死し、これに法る者は生く。夫れ静漠は神明の宅なり。虚無は道の居る所なり。是の故に、或いはこれを外に求むる者は、これを内に失い、これを内に守ることある者は、これを外に有（う）る。」（『淮南子』精神訓）
　「天地は以て分を設（もうけ）て陰陽と為す。陽は陰に生じ、陰は陽に生ず。陰陽相い錯（まじ）わりて、四維（＝天地の乾（北西）・坤（南西）・巽（南東）・艮（北東）の四つの方角）乃ち通じ、或は死し、或は生じて、万物乃ち成る。蚑行喙息（きこうかいそく、肢で歩くもの、くちばしで息をするもの＝あらゆる生物）、人より貴きは莫く、孔竅肢体（こうきょうしたい）、皆、天に通ず。天に九重あり、人また九竅あり。天に四時（＝春夏秋冬）ありて、以て十二月を制し、人また四肢ありて、以て十二節を使う。天に十二月ありて、以て三百六十日を制し、人また十二肢ありて、以て三百六十節を使う。故に事を挙げて天に順わざる者は、其の生に逆う者なり」（『淮南子』天文訓）
　　
　「天に順う」「天に法る」内容が、いっそう多岐にわたり練り上げられている。単に天地陰陽の気の循環に法り政治、人事を行うのみでない。天地と人の身体、精神・霊性は構造と機能、数も同じだという新たな思想が現れている。もはや、「天に順う」「天に法る」と言うだけでは尽くせない、人と天地は一体だという天人合一の観念が、複雑かつ実践的に語られる。
　	
　それは、戦国、秦漢思想の総決算、『春秋繁露』でさらに鮮明である。
　　
　『春秋繁露』は、全巻「天道」思想の結実である。全82篇から、「官制象天」「為人者天」「天容」「天弁在人」「陰陽位」「陰陽終始」「陰陽義」「陰陽出入上下」「天道無二」「四時之副」「同類相動」「人副天数」「循天之道」「天地之行」「如天之為」「天地陰陽」「天道施」など、17篇の篇題を挙げるだけで推し測れる。「五行相勝」「五刑相生」「五行逆順」「治水五行」「治乱五行」「五行変救」「五行五事」など五行論から天地人の気の運動法則を把握する内容がうかがえる篇題を合わせれば、24篇になる。例を挙げよう。
　	
　「王者の官を制する（＝王が官僚制度を整える際には）、三公、九卿、二十七大夫、八十一元士，凡そ百二十人にして列臣備わる。吾聞く、聖王の取る所の儀は、天の大経（＝大いなる紀律）に法るなり。官制もまた然るは、此れ其の儀か。［天の大経は、三ヶ月で一つの季節になり、四季で一年になるように、三から始まり四の展開を示して完了するが、この官制は三の倍数と公、卿、大夫、元士の四等級からなっている］三人にして一選を為すは、［天が］三月にして一時を為すに儀（のっと）るなり。四選にして止むは、［天が］四時にして終るに儀るなり。三公は，王の自から持する（＝掌握する）ゆえん（＝手段）なり。天は三（＝天地人）を以て之を成し、王は三を以て自ら持す。立ちて数を成して以て植を為し（＝天が定めた数になぞらえて事業を定着させ）、而して四以て之れを重ぬれば、其れ以て失無かる可し。天数を備え以て事に参ずるは、治（＝政治）、道に謹しむの意なり」（『春秋繁露』官制象天）
　
　機械論的宇宙論に則り、天数と官僚制度の数を一致させる論理は、そのまま身を養い、男女の生殖を規制する論理に移し入れられる。
　
　「天の道に循いて、以て其の身を養う、之を道と謂うなり。（中略）天に両和ありて以て二中（＝冬至、夏至）を成す。歳は其の中に立ち、之を無窮に用う。是の故に北方の中（＝冬至）、合陰を用いて物始めて下に動く。南方の中（＝夏至）、合陽を用いて、物始めて上に養わる。其の下に動く者は、東方の和を得ざれば、生ずる能はず。中春（＝春分）、是れなり。其の上に養わるる者は、南方の和を得ざれば、成る能はず。中秋（＝秋分）、是れなり。然ればすなわち天地の美悪、両和（＝生ずる春分と成らせる秋分）の処に在り。（中略）中は、天地の終始する所なり。而して、和は天地の生成する所なり。夫れ徳は和より大なるはなし。而して道は中より正しきはなし。中なる者は天地の美、達理にして、聖人の保守する所なり。『詩』に云ふ、「剛ならず柔ならず、政を布くこと優優たり」と。此れ中和の謂いに非ずや。是の故に能く中和を以て天下を理（おさ）むる者は、其の徳大いに盛んなり。能く中和を以て其の身を養う者は、其の寿、命を極む。
　男女の法（＝房事）は、陰と陽とに法る。陽気は北方に起こり、南方に至りて盛んなり。盛極まりて陰に合す。陰気は中夏に起こり、中冬に至りて盛んなり。盛極まりて陽に合す。盛んならざれば合せず（＝天地の気の運行がそうであるように、男女も精力が高まらなければ交わらないものである）。是の故に六月にしてひとたび倶に盛んに、終歳にして乃ち再び合す。天地の節、此れを以て常と為す。是の故に法（＝天地の道）の内（＝房事）に先んず。身を養いて以て全うするには、男子をして竪牡ならざれば家室あらず、陰（＝女子）、盛を極めざれば相接せざらしむ。是の故に身、精明なれば、衰え難くして堅固に、寿考、忒（たが）うなし。是れ天地の道なり。（中略）
　天に法る者は乃ち人の弁（＝正しい身の処し方）に法る。天の道、秋冬に向かいて陰来たり、春夏に向かいて陰去る。是の故に古の人は霜降りて女を迎え、氷解けて殺止す（＝止める）。陰と倶に近づき、陽と倶に遠ざかるなり。天地の気は、盛満を致さざれば、陰陽を交へず。是の故に君子は甚だ気を愛して謹んで房に游びて以て天を体するなり。気、盛を以て通ずるに傷つかずして、不時・天并に傷つく。陰陽と倶に往来せざる、之を不時と謂い、其の欲を恣（ほしいまま）にして天を顧みざる、之を天并と謂う。君子の身を修むる、敢えて天に違（たが）わず。是の故に新牡は十日にして一たび房に游び、中年は新牡に倍す。始めて衰ふる者は中年に倍す。中衰の者は始めて衰ふるに倍す。大いに衰える者は月を以て新牡の日に当てて、上に天地と節を同じくするなり。此れ其の大略なり」（『春秋繁露』循天之道）
　
　さらにマッサージ技術さえもが、「天道」の法則に法るものと説明される。
　
　「故に仁人の寿多き所以（ゆえん、＝理由）の者は、外は貪（むさぼ）るなくして内は清浄に、心は和平にして中正を失せず。天地の美を取りて以て其の身を養へばなり。是れ其の且つは多く且つは治まるなり。鶴の寿なる所以の者は、気を中に宛（ふさ）ぐなし。是の故に食、氷（とどこおら）ざればなり。猿の寿なる所以の者は好んで其の末に引く。是の故に気四越すればなり（＝気が四肢に流れる）。天の気は常に下、地に施す。是の故に道者もまた気を足に引き、天の気は常に動きて滞らず。是の故に道者はまた気を宛がず。気あたかも治めずんば満つと雖も必ず虚なり（＝気は治めなければ、からだに充満していても働きに力がないものである）。是の故に君子は養いて之を和し、節して之を治め、其の群泰（＝多くの過剰さ）を去り、其の衆和（＝多くの中和）を取る。高台は陽多く、広室は陰多く、天地の和より遠ざかるなり。放に聖人は為さずして（＝それらを作らずに）、中に適（かな）うのみ。人の八尺に法れば、四尺は其の中なり。宮は中央の音なり。甘は中央の味なり。四尺は中央の制なり。是の故に三王の礼は、味は皆甘を尚ぴ、声は皆和を尚ぶ。其の身を常以て（＝常に）自ら天地の道に漸（ぜん、＝浸す）す所に処（お）く。其の道は類を同じくす（＝尺、味、声も身も類は同じ）、一気の弁（＝治）なり」（『春秋繁露』循天之道）
　
　『春秋繁露』の「天道」思想が、一年を四季で分割する天の数のリズムに合わせて官僚制度を整え、身を養い、導引按蹻を行い、房事、食べ物、音楽までも天に法るという、森羅万象ことごとく天の運動と構造、機能に結びつける「天道」原理主義になっていることが分かる。
　
　とはいえ、それは『黄帝四経』から、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』を経て、一筋に成長してきた自然主義的な機械論的宇宙論の構想にほかならない。それが天地を統べる数の神秘力に依拠する数術を借りて、宇宙から身体まで包摂する巨大な論理にいっそう肥大化したのである。先に見た『淮南子』の天人の合一性を天数になぞらえる記述も、『春秋繁露』人副天数ではさらに徹底し、『黄帝内経』の天数論とも酷似する。

　２.災異思想の側面
　では、黄老「天道」思想のもうひとつの要素、災異思想はどうだろうか。それを、手っ取り早く知るには、『春秋繁露』について見るのが便利である。『春秋繁露』は、帝王の権力の暴走に歯止めを掛ける目的で、周代に誕生した災異思想をより精緻に完成させた書物として有名である。
　
　「天地の物、常ならざるの変有るもの、之れを異と謂う。小なる者、之れを災と謂う。災、常に先に至りて異乃ち之れに随う。災は天の譴（けん＝とがめること）なり。異は天の戚なり。之れを譴して知らざれば、乃ち之れを畏れしむるに威を以てす。（中略）凡そ災異の本は、尽く国家の失に生ず。国家の失、乃ち崩芽し始めて、天は災害を出して以て之れに譴告し、之れに譴告して変ずるを知らざれば、乃ち怪異を現して以て之れを驚駭せしめ、之れを驚駭せしめてなお畏恐するを知らざれば、其の殃咎（おうきゅう、＝とがめ）乃ち至らん。此れを以て、天意の仁にして人を陥るるを欲せざるを見るなり。謹んで災異を案じて以て天意を見るに、天意、欲するあるなり。欲せざるあるなり。欲する所、欲せざる所、人、内に以て自ら省みれば、宜しく心に懲（ちょう、＝反省点）あるべく、外に以て其の事を観れば、宜しく国に験（けん、＝しるし）あるべし。故に天意を見る者の災異に於けるや、之れを畏るるも、而も悪（にく）まざるなり。以て、天、吾が過ちを救い、国が失を救はんと欲す。故に此れを以て我に報ずと為すなり。（略）。聖主賢君はなお忠臣の諌（かん、＝いさめること）を受くるを楽しむ。況んや天譴を受くるをや」（『春秋繁露』必仁且智）
　
　この「災異」「天譴」の思想は、上に示した初期黄老文献『黄帝四経』の核心だが、『春秋繁露』との間に挟まれた『管子』『呂氏春秋』『淮南子』にも見られる。災異思想もまた、歴代黄老文献を途切れなく流れる思考なのである。
　　
　「日は陽を掌（つかさど）り、月は陰を掌り、星は和を掌る。陽は徳為（た）り、陰は刑為り、和は事為り。是の故に日食すれば、則ち失徳の国、之れを悪（にく）む。月食すれば、則ち失刑の国、之を悪む。彗星見（あらわ）るれば。則ち失和の国、之れを悪む。風と日、明を争えば、則ち失生の国、之れを悪む。是の故に聖王は日食すれば則ち徳を修し、月食すれば則ち刑を修し、彗星現るるれば則ち和を修し、風と日明を争わば則ち生を修す。此の四なる者は、聖王、天地の誅（ちゅう）を免（まぬか）るるゆえんなり。信じて能く之を行えば、五穀蕃息し、六畜殖え、而して甲兵強し。治が積めば則ち昌え、暴虐が積めば則ち亡ぶ」（『管子』四時）　
　
　「是の月や、以て兵を称えるべからず。兵を称えれば必ず天殃（てんおう、＝天が降ろすわざわい）あり。兵戎（へいじゅう＝戦争）起たず、以て我より始めるべからず。天の道を変えるなく、地の理を絶つなく、人の紀を乱すなかれ」（『呂氏春秋』孟春紀・正月紀）
　
　「人主（＝君主）の情（＝情態）、上（かみ）、天に通ず。故に［人民に対する］誅（ちゅう）、暴なれば則ち飄風（ひょうふう、＝暴風）多く、法令を枉（ま）ぐれば（＝曲げれば）則ち蟲螟（ちゅうめい、＝害虫）多く、不辜（＝無実の者）を殺せば則ち国赤地（＝枯れ野）となり、令もて收めざれば（＝時令に従って収穫しないと）則ち淫雨多し。四時は天の吏（＝官吏）なり。日月は天の使なり。星辰は天の期（＝時の定め）なり。虹霓（＝虹）、彗星は天の忌［の現れ］なり」（『淮南子』天文訓）
　　
　中国古代において、秩序の源は天である。農耕、牧畜を支配する春夏秋冬の四時のリズムが、不変の秩序の範型となり、それを統括するのが天と考えられた。王権の源も天にあり、王は天から人民統治の使命を与えられた「天子」だとされたのである。
　
　「天子」の暴走にブレーキを掛けられるのは、論理的に天だけである。こうして、普段は黙々と機械的に自動運動し、地上の生活に無関心に見える天が、王の失政に対しては、突如、神格性を露わに災害、怪異を出現させて譴責するという天の二重構造の観念を、政治家たちは手放せなかった。

B.『黄帝内経』の天道思想
　以上の長い検討を前触れに、わたしたちはようやく『黄帝内経』の「天道」思想について語ることができる。『黄帝内経』の「天道」思想は、黄老文献とどう繋がるのか、「天道」思想からみて、『黄帝内経』は黄老文献と呼べるのか。

　１.自動運動する機械的宇宙論
　『黄帝内経』の「天道」思想は、表現がいっそう豊かになっているが、それらは基本的に自動運動する機械的宇宙論である。
　
　「陰陽に従えば則ち生き、これに逆らえば則ち死す。これに従えば則ち治まり、これに逆らえば則ち乱れる」（『素問』四気調神大論篇）
　「六経は川為（た）り、腸胃は海為（た）り、九竅は水注之気為り。天地以て之を陰陽と為し、陽の汗、天地の雨を以て之を名づく。陽の気は、天地の疾風以て之を名づく。暴気雷を象（かたど）り、逆気陽を象る。治するに天の紀に法らず、地の理を用いざれば、則ち災害至るなり」（『素問』陰陽応象大論）　
　「いま末世の刺や、虚するものはこれを実し、満つるものはこれを泄（も）らす。これ皆衆工の共に知るところなり。もしそれ天に法り地に則れば、応ずるに従い動ず。これに和する者は響くが如く、これに従う者は影の如し。道に鬼神なし、独り来たり独り往く」（『素問』宝命全形論）
　「黄帝問いて曰く。用鍼の服（こと、＝技術）、必ずや法則あらん、今、何の法、何の則や。岐伯対（こた）えて曰く、天に法り地に則り、合するに天光（＝日月星）を以てす。帝曰く。願くは卒（ことごと）くこれを聞かん。岐伯曰く、凡そ刺の法、必ず日月星辰四時八正（＝二至、二分、四立）の気を候い、気定まりて乃ちこれを刺す。是の故に天温かに日明らかなれば、則ち人の血、淖液（＝潤滑に流れ）して、衛気浮かぶ。故に血寫し易く、気行り易し。天寒く日陰（くも）れば、則ち人の血凝泣（＝凝滞）して衛気沈む。月始めて生ずれば、則ち血気始めて精にして、衛気始めて行る。月郭満つれば、則ち血気実し、肌肉堅し。月郭空なれば、則ち肌肉減じ、経絡虚し、衛気去り、形独り居る。是を以て天の時に因りて血気を調うるなり。是を以て天寒くして刺すこと無かれ、天温かにして疑うこと無かれ。月生じて寫すること無かれ、月満ちて補すること無かれ。月郭空にして治すること無かれ。是れを［天の］時を得てこれを調うと謂う」（『素問』八正神明論)
　「天の時に順えばすなわち、病、期を与うべし。順う者は工為（た）り、逆う者は粗為り」(『霊枢』順気一日分為四時篇)」
　「足の陽明は、五藏六府の海なり。其の脈は大にして血多く、気盛んにして熱壮んなり。此を刺す者は、深からざれば散ぜず。留めざれば寫せざるなり。足の陽明は刺すこと深さ六分、留ること十呼。足の太陽は深さ五分、留ること七呼。足の少陽は深さ四分、留ること五呼。足の太陰は深さ三分、留ること四呼。足の少陰は深さ二分、留ること三呼。足の厥陰は深さ一分、留ること二呼。手の陰陽は、其の気の受くるの道近く、其の気の來ること疾し。其の刺すこと深き者も、皆二分を過ぐることなし。其の留むることも、皆一呼を過ぐることなし。其少長、大小、肥痩、心を以て之をはかる。命（な）づけて天常に法ると曰う。之に灸するもまた然り。灸して此れに過ぐる者は、悪火を得れば則ち骨枯れ脈渋る。刺して此れに過ぐる者は、則ち気を脱す。」（『霊枢』経水篇）　　
　　
　これらから、黄老「天道」思想の、自動運動する機械的宇宙論は、医学書『黄帝内経』の心臓部にも息づいていることが理解できる。『黄帝内経』では、政治書では脇役だった、生を養い病を治する医療思想や治療技術論が主役だが、その骨格は、間違いなく『黄帝四経』に水源を持つ「天道」思想であり、その意味で『黄帝内経』は黄老文献といえる。

　２．『黄帝内経』に残る災異思想の痕跡
　では、「天道」思想のもう一つの側面、災異思想はどうだろうか。当初、わたしは、『黄帝内経』は医学書なので、政治思想に必須の①災異思想はなく、②機械論的宇宙論だけが展開されているのではないか、と予想していた。『管子』から『春秋繁露』に至る黄老文献は、災異思想と親和性がある鬼神信仰を排除していないが、『黄帝内経』は、現代中医学の研究者が「無神論」と断定するほど鬼神を否定した気の思想に立脚していることも、その理由であった。ところが、そうではなかったのである。
　
　『黄帝内経』において「災」の意味の文字を含む文は、上記の『素問』四気調神大論篇、陰陽応象大論篇のほかにもある。
　
　「故に陰陽四時は、万物の終始なり、死生の本なり。之（＝陰陽四時）に逆えば則ち災害生じ、之に従えば則ち苛疾起こらず。是れを道を得ると謂う」（『素問』四気調神大論篇）
　「故に主明らかなれば則ち下安んじ、これを以って生を養えば則ち命長し、世を歿（お）うるまで殆（あやう）からず。以って天下を為（おさ）めれば則ち大いに昌（さかん）なり。主明らかならざれば則ち十二官危うし、使道（しどう、＝経脈）、閉塞して通ぜず、形（＝肉体）乃ち大いに傷（やぶ）らる。此れを以って生を養えば則ち殃（わざわい）あり、以って天下を為（おさ）むる者は其の宗（むね、＝宗族）大いに危うし。之を戒めよ之を戒めよ」（『素問』霊蘭秘典論篇）
　
　これら「災害」「殃」は、鍼灸治療や日常生活で、天地陰陽の法則に則らなければ、誤治が生じ病気は悪化することを意味している。直接には四季の気のリズムを無視した治療・養生という間違った行為から、気の平衡がいっそう乱れ、悪い結果になると指摘している。表面だけ理解すれば、医学思想が、病気の原因を天の怒りや鬼神の祟りとする呪術的、シャーマン的段階から、気の陰陽平衡の失調と捉える機能的、合理的段階に進化したことを物語る記述といえなくもない。正統派の中国医学史家たちは、そう解釈している。
　
　しかし、上記の「災害」「殃」という文字は、合理的な意味での治療の失敗という次元にとどまらない。それが、失政に対する天の譴告という意味を漂わせていることは、治療の失敗を論じる際に、「過なき（＝無実の者）を誅罰し」「鍼を用いるに義なくば」と政治的な比喩を使い、「［天は］人に天殃（てんおう、＝天が譴告のために下す災い）を予（あた）う」と表現していることからも推し量れる。『黄帝内経』の「災害」「殃」の概念が、黄老文献に共通する災異思想とまったく無縁に脱神秘化されている、とは言えないのである。　
　
　「刺すに三部九候の病脈の処を知らざれば、［邪気の］大過の且（まさ）に至るありと雖（いえど）も、工、［その太過を］禁ずる（＝防ぐ）こと能わざるなり。過なきを誅罰する（＝寫すべきでないのに寫す）を命（な）づけて大惑と曰う。反って大経（＝十二経脈）を乱し、真（＝真気）、復すべからず。実を用いて虚となし、邪を以って真と為す。鍼を用いるに義なくば、反って気の賊と為りて、人の正気を奪い、従を以って逆と為し、栄衛散乱し、真気已に失し、邪独り内に著（つ）き、人の長命を絶ち、人に天殃（てんおう）を予（あた）う。三部九候を知らざれば、故（もと）より久しく長ずること能わず」（『素問』離合真邪篇）
　　
　「過なきを誅罰し」「鍼を用いるに義なくば」という政治文書のような言い回しは、『黄帝四経』以来の政治的な災異思想の系譜を踏まえなければ理解できない。そのことをさらに明瞭に証言しているのが、次の「反りて其の殃を受く」という言い方である。それは戦国以降の黄老文献の隠されたしっぽである。　
　　
　「黄帝乃ち与（とも）に倶（とも）に斎室に入り、臂（ひ、＝腕）を割き血を歃（すす）る。黃帝親（みず）から祝（しゅく、＝呪文を唱える）して曰く、今日正陽（せいよう、＝正午）に、血を歃り方を伝えんとす。敢えて此の言に背く者あらば、反りて其の殃を受けん」（『霊枢』禁服篇）
　「鍼を用いるの服（＝学習）、必ず法則あり。上は天光を視、下は八正（＝四季、八節・立春・春分・立夏・夏至・立秋・秋分・立冬・冬至）を司（うかが）い、以て奇邪を辟（さ）け、しかして百姓に観（しめ）して、虚実を審（つまびらか）にし、其の邪に犯さるることなからしむ。是れ天の露を得、歳の虚に遇わば、救うも勝たず、反りて其の殃を受く。故に曰く、必ず天忌を知り、乃ち鍼意を言え」（『霊枢』官能篇）
　
　「反りて其の殃を受く」は、史書では、まず、周代の歴史を記述した『国語』越語下の、呉の討伐をはやる越王に向けた宰相、范蠡の諌言の中に現れる。
　
　「上帝なさざれば、時の反るを是れ守る（＝天帝がまだ計画を成立させないうちは、天の時が反るのを待つべきである）。強いて策（もと）むる者は、これ不祥（＝不吉）なり。時を得て成さざれば、反りて其の殃を受く。徳を失い名を滅ぼし、流走死亡す。［天は］奪うあり、予うるあり、予えざるあり。王、はやく図るなかれ」
　
　漢代の司馬遷編『史記』越王勾践世家では、この范蠡の言を、「天与うるに取らざれば、反って其の咎（とがめ）を受け、時至るも行わざれば反って其の殃を受く」と簡潔に整理している。「天が［敵国をわがものとする好機を］与えてくれているのに、その恩寵を受け取らなければ、天の仁愛は反転して、咎めを受け、天の時が至っているのに行動しなければ、天の仁愛は反転して、殃を受ける」と、天の威を畏れる災異思想の文脈で兵略が説かれている。

　浅野裕一や中国の研究から、『黄帝四経』の黄老思想の形成には、范蠡の思想が深く影響していることが知られている。范蠡に始まる「反りて其の殃を受く」の定型句は、『黄帝四経』には、次のように現れる。
　
　「天には固（もと）より奪うあり予（あた）うるあり。祥あり［不祥あり。天予うるも］受けざれば、反りて以て殃に随（あ）う」（『十六経』兵容篇）
　「天は寒暑を制し、地は高下を制し、人は取予（しゅよ、＝奪うと与える）を制す。取予当たらば（＝天の意思にかなっていれば）、立ちて［一字空白］王となる。取予当たらざれば、之を流して死亡せしむ。天に環形あり。反りて其の殃を受く」（『称』第十七章）
　　
　「天に環形あり」とは、天地の気が上下、四時の形で循環していることを指す。天の気のおもむくところに順い、敵国を奪うべき時に奪わなければ、その気は回り巡って災いとなり、自国に降るという論理である。
　
　さて、「反りて其の殃を受く」の定型句は、『呂氏春秋』『淮南子』にも採用されている。両者とも、季節に合わせて王が為すべきことを定めた時令説の個所である。
　
　「是の月や、（中略）有司（＝役人）に命じて、申（かさ）ねて百刑を厳にし、斬殺必ず当り、枉撓（おうどう、＝曲げたり手心を加えること）あることなからしむ。枉橈当らざれば、反りて其の殃を受く」（『呂氏春秋』仲秋紀・八月紀）
　「仲秋の月（中略）有司に命じて、申ねて百刑を厳にし、斬殺必ず当り、枉撓あることなからしむ。獄を決して当らざれば、反りて其の殃を受く」（『淮南子』時則訓）
　
　長い考察のあとに、わたしたちはこう結論することができる。『黄帝内経』の「天道」思想は、『黄帝四経』以降の黄老文献の「天道」思想が孕んでいた機械論的宇宙論の直系であるだけでなく、黄老「天道」思想のもう一つの軸、災異思想の記憶も、出生の母斑のように保存している。

　『黄帝内経』の「反りて其の殃を受く」論は、形式化していて、もはや天への畏怖に真底おののく気配は感じられない。とはいえ、災異思想の記憶を遺しつつ、歴代黄老文献の延長に位置している。
　
　政治的な災異思想さえも『黄帝内経』に流れ込んでいるとは、予想を超える驚きであった。わたしたちは、改めて、『黄帝内経』の成立史について、研究の視野を広げなければならない。
　
　治療する際、天地宇宙の法則に順えば成功し、逆らえば災いが起こる。『黄帝内経』を作った医師たちは、この考え方を、オリジナルに創造したのではない。黄老「天道」思想を根拠に練り上げた。ここまでが総論である。［基準となる法則とは、陰陽論、五行論ではないかと言うかもしれないが、陰陽論、五行論自体が天地宇宙の法則を使うための論理的、技術的ツールなのである。］
　
　以下は各論である。その「天道」思想が考えた「天」の構造や「天」を形作る「気」の動態とはどんなものだったのか。その視点で『黄帝内経』を眺めると、すぐに目に入る特徴的な概念がある。一つは、世界を天・地・人の三層構造に分割し、その統合を図る天人合一論であり、これは後の時代に「天地人三才」思想と名づけられたものである。
　　　　
　Ⅲ．《天地人・世界三層構造論》

　古代中国で「三才思想」がいつ形成されたかは、明らかではない。しかし、すでに新石器時代、人々は、天、地、人の関係を正しく守ることが生産や信仰、政治の要であることに気づいていただろう。春秋時代の呉越戦争を記録する『国語』越語下篇の主人公、范蠡（はんれい）は、「天道」思想と同様、「三才思想」についても語っていた。
　
　呉を討つことをはやる越王、勾践（こうせん）をいさめる宰相、范蠡は、次のように言う。
　
　「［国力の］満（みつる）をまもる者は天にのっとり、あやうき（＝国家の危機）を定（やす）んずる者は人にのっとり、事を節する（＝浪費を節約する）者は地にのっとる」
　
　また、「それ人事は必ず将に天地と相参じて。然る後に乃ち以て功を成すべし」と天地人の条件が一致した時でなければ敵国を攻撃すべきでないと諭す。この統治や軍略の原則は、『黄帝四経』に、より定型化した形で示されている。
　
　「天下に王たる者の道は、天あり、人あり、地あり。三者これを参（ま）じえ用いて、よく天下をもつ」（『経法』）
　「王者は幸（＝幸運）をもって国を治めず、国を治むるにもとより前道（＝踏むべき道）あり。上は天の時を知り、下は地の利を知り、中は人の事を知る」（『十六経』）
　
　『管子』では、より詳しい内容に豊富化されている。
　
　「天は時を以て権（＝権威、権力）と為し、地は財を以て権と為し、人は力を以て権と為し、君は令を以て権と為す。天の権（＝天の時）を失わば、則ち人、地の権を失う」（山権数）
　「天の時を審（あきらか）にし、地の生ずるを物とし（＝収穫し）、以て民の力を輯（あつめ）る」（君臣下）　　
　「上はこれを天の祥（しょう、＝よい兆しの時節）に度（はか）り、下はこれを地の宜（ぎ、＝農耕、牧畜に適した時期）に度り、中はこれを人の順に度る。此れ謂う所の三度なり。故に曰く、天の時、祥ならざれば、則ち水旱（すいかん、＝洪水と干ばつ）あり。地の道、宜（よろ）しからざれば、則ち饑饉あり。人の道、順ならざれば、則ち禍乱あり」（五輔）
　
　秦の宰相、呂不韋が編纂した『呂氏春秋』にも、「三才思想」はある。
　
　「是の月や、以て兵を称するべからず。兵を称すれば必ず天殃（てんおう、＝天が降らす災い）あり。兵戎（へいじゅう＝戦争）を起さず、以て我より始めるべからず。天の道に変わるなかれ、地の理（＝筋道）を絶つなかれ、人の紀（＝紀律）を乱すなかれ」（孟春紀・正月紀）
　「蓋し聞く、古（いにしえ）の清世は、是れ天地に法る。凡そ［ここにまとめた］十二紀なるもの（＝書物）は、治乱存亡を紀すゆえん（＝手段）なり、寿夭吉凶を知るゆえんなり。上はこれを天に揆（はか）り、下はこれを地に驗（ただ）し、中はこれを人に審（あきらかに）す。此の若くすれば、則ち是非、可不可、遁（のが）るる所なし。天を順といい、順なれば維（こ）れ生く（＝天道に順応すれば生長する）、地を固といい、固なれば維れ寧（やす）し（＝固い意志を持てば安寧である）。人を信といい、信なれば維れ聽（したが）う（＝信ずることを以てすればみな従う）。三者咸（みな）当れば、無為にして行われる。」（季冬紀・序意）
　
　このように、戦国の伝統思想となった「三才思想」は、前漢帝国前・中期の武帝時代にも踏襲されていく。淮南王劉安編纂の『淮南子』にはこうある。
　　
　「食は民の本なり。民は国の本なり。国は君の本なり。是の故に人君は、上は天の時に因り（＝順い）、下は地の財を尽くし（＝充分活用し）、中は民の力を用う」（主術訓）
　
　董仲舒が儒家の立場から黄老思想を取り込んだ大著『春秋繁露』は、「三才思想」に、儒家の道徳観から入念な仕上げを施している。
　　
　「曰く、天地人は万物の本なり。天、これ（＝万物）を生み、地、これを養い、人、これを成す。天、これを生ずるに孝悌（＝先祖を敬い、兄弟を愛する心）を以てし、地、これを養うに衣食を以てし、人、これを成すに礼楽を以てす。三者は相手足と為り、合して体を成す。一も無かるべからざるなり。孝梯無ければ、則ち其の生ずる所以（＝手段）を亡（うしな）い、衣食無ければ、則ち其の養う所以を亡い、礼楽無ければ、別ち其の成る所以を亡う」（『春秋繁露』立元神）
　「天の徳は施、地の徳は化、人の徳は義なり。天の気は上、地の気は下、人の気はその間に在り」（『春秋繁露』人副天数）
　
　このように、黄老文献に彩りを与えてきた天地人・世界三層構造論は、『黄帝内経』に流れ込み、診断・治療、技術の枠組みとして重要な役割をになう。
　
　「賢人は上は天に配して以て頭を養い、下は地に象（かた）どりて以て足を養い、中は人事に傍（なら）いて以て五藏を養う」（『素問』陰陽応象大論篇）
　「夫れ道なるものは、上は天文を知り、下は地理を知り、中は人事を知れば、以て長久すべし」（『素問』気交変大論篇）
　「天地の至数は、一に始まり九に終わる。一なるものは天、二なるものは地、三なるものは人、因りてこれを三にし、三三なるものは九、以て九野に応ず。故に人に三部あり、部に三候有り、以て死生を決し、以て百病に処し、以て虚実を調じて、邪疾を除く」（『素問』三部九候論篇）
　「余、小鍼を以て細物と為すなり。夫子（＝先生）乃ち上はこれを天に合し、下はこれを地に合し、中はこれを人に合すと言う。余、以為（おもえ）らく、鍼の意を過ぐと（＝鍼と関連させて天地人を語るのは大げさではないか）。願わくば其の故を聞かん。岐伯曰く、何れの物か天より大ならんや。夫れ鍼より大なるものは、惟（ただ）五兵（＝弓、矢、矛、戈［か、ほこ］、戟［げき、ほこ］など５つの兵器）なるもののみ。五兵なるものは死の備なり。生の具に非ず。且つ夫れ人なるものは、天地の鎮（＝天地万物のなかで最も重要な存在）なり、其れ参ぜざるべからざるか。夫れ民を治するものは、亦唯だ鍼のみ。夫れ鍼と五兵と、其れ孰（いずれ）か小なるか」（『霊枢』玉版篇）
　
　この三層構造論は、天・地・人それぞれの層が、天・地・人に分かれ、さらに天・地・人に分かれるというように、同型性を持った微細で無限の世界分割論に進化していく。『素問』三部九候論篇には、それが見える。天地宇宙の三層構造と対応している身体を三部に分け、そのそれぞれを天・地・人に分けて脈診を行うというのである。
　
　こうした無限分割の世界構造論は、やがて道教において、「一粒の粟に世界を藏し、半升の鍋で山川を煮る」という修行の要諦を生み出す。しかし、このような発想は、中国にだけあったわけではない。西洋の中世キリスト教は、大宇宙（マクロコスモス）に対して身体を小宇宙（ミクロコスモス）と捉え、両者の照応関係を強調しながら、「神は細部に宿りたもう」と説いた。現代では、フランスの幾何学者ブノワ・マンデルブロが、自然界では部分が全体の相似形になっていることが多いことを研究し、それをフラクタル構造と名づけた。

　「天地人三才思想」は、天地宇宙と身体は同型であるとする構造論であった。それは、中医学で「天人同構」と概念化されている次のような対比思想の系譜としても表現されている。

　「蚑行喙息（きこうかいそく、肢で歩くもの、くちばしで息をするもの＝あらゆる生物）、人より貴きは莫く、孔竅肢体（こうきょうしたい）、皆、天に通ず。天に九重あり、人また九竅あり。天に四時（＝春夏秋冬）ありて、以て十二月を制し、人また四肢ありて、以て十二節を使う。天に十二月ありて、以て三百六十日を制し、人また十二肢ありて、以て三百六十節を使う。故に事を挙げて天に順わざる者は、其の生に逆う者なり」（『淮南子』天文訓）

　「ただ人のみ独り能く天地に偶す。人に三百六十節有るは、天の数に偶す。形体骨肉は、地の厚きに偶す。上に耳目の聡明有るは、日月の象なり。体に空竅理脈有るは、川谷の象なり。心に哀楽喜怒有るは、神気の類なり。(略)天は終歳の数を以て、人の身を成す。故に小節三百六十六は、日の数に副う。大節十二分は、月の数に副う。内に五蔵有るは、五行の数に副う。外に四肢有るは、四時の数に副う。乍（たちま）ち視乍ち瞑きは、昼夜に副う。乍ち剛乍ち柔なるは、冬夏に副う。乍ち哀乍ち楽なるは、陰陽に副う。心に計慮有るは、度数に副う。行いに倫理有るは、天地に副う」（『春秋繁露』「人副天数（人、天数にそう）」篇）

　「黄帝伯高に問いて曰く。願くは聞かん、人の肢節、以って天地に応ずるは奈何。伯高答えて曰く。天は円く地は方なり。人の頭は円く足は方にしてもって之に応ず。天に日月有り、人に両目有り。地に九州有り、人に九竅有り。天に風雨有り、人に喜怒有り。天に雷電有り、人に音声有り。天に四時有り、人に四肢有り。天に五音有り、人に五藏有り。天に六律有り、人に六府有り。天に冬夏有り、人に寒熱有り。天に十日有り、人に手十指有り。辰に十二有り、人に足十指・茎・垂有り以って之に応ず。女子は二節足らざるも以って人形を抱く（注　子どもを孕む）。天に陰陽有り、人に夫妻有り。歳に三百六十五日有り、人に三百六十節有り。地に高山有り、人に肩膝有り。地に深谷有り、人に腋膕（えきかく）有り。地に十二経水有り、人に十二経脉有り。地に泉脉有り、人に衞氣有り。地に草蓂（めい）有り、人に毫毛有り。天に昼夜有り、人に臥起有り。天に列星有り、人に牙齒有り。地に小山有り、人に小節有り。地に山石有り、人に高骨有り。地に林木有り、人に募筋有り。地に聚邑有り、人にきん（月＋囷）肉（※肌肉の隆起）有り。歳に十二月有り、人に十二節有り。地四時に草をはやさざる有り、人に子無き有り。此れ人と天地相応ずる者なり」（『霊枢』邪客篇） 

　Ⅳ．《循環の思想》

　では、天地宇宙と身体に同様に当てはまる機能論は、どういうものだろうか。それは、「気は循環し、万物は循環する」という法則であり、それも『黄帝四経』に発し、先秦から漢代を貫き、『黄帝内経』に至る系譜を形づくる。現存の『黄帝内経』の定型句「終わりて復た始まる」は、遠く『黄帝四経』に現れている。
　
　「四時（＝春夏秋冬）に度（＝順序）あるは、天地の理なり。日月星辰に数（＝秩序、法則）あるは、天地の紀なり。…一は立て一は廃し、一は生じ一は殺し、四時、代わる代わる正（しゅ）たりて、終わりて復た始まる」（『経法』論約）
　
　『管子』にもある。

　「天、万物を覆い、寒暑を制し、日月を行（めぐら）し、星辰を次（＝秩序づけ）する、天の常（＝恒常的な働き）なり。之を治むるに理（＝法則性）を以てし、終りて復た始まる。主（＝君主）、万民を牧し、天下を治め、百官を蒞（り、＝臨席させる）する、主の常なり。之を治するに法を以てす。終りて復た始まる。子孫を和し、親戚を属する（＝連携させる）、父母の常なり。之を治むるに義を以てし、終りて復た始まる。敦敬忠信（とんけいちゅうしん、＝誠心誠意敬い、忠義を尽くす）なるは、臣下の常なり。以て其の主に事（つか）え、終りて復た始まる。（略）故に常（＝不変の法則性）を用いる者は治し、常を失う者は乱れる。天、未だ嘗つて其の所を変じて以て治さざるなり。故に曰く、天は其の常を変えず、と」（形勢解）
　
　永遠に終わることなく循環する。それが天の不変の法則である。王による統治から父母による一族の経営、臣下の忠義の在り方、婦人が親、子どもを愛し養育するに至るまで、当てはまる。

　この、天の気はやむことなく循環するという理法は、『呂氏春秋』では、「円道」の概念によって、いっそう精緻に練り上げられ、天地宇宙の万物に普遍的に妥当する法則性であるとされる。

　「太一、両儀（天地のこと）を出し、両儀、陰陽を出し、陰陽変化し、一上一下し、合して章をなす（万物を創る）。渾渾沌沌、離るればまた合し、合すればまた離る。これを天常（＝天地宇宙の法則）という。天地は車輪の如く、終わればまた始まり、極まればまた反り、みな当たらざるなし（＝この法則に、あらゆるものが当てはまる）」（仲夏紀・大楽）
　「何をもって天道の円なるを説くや、精気一上一下し、円周複雑として係留するところなし。故に天道は円なりという。……日夜一周するは円道なり。月、二十八宿にやどり、軫（ちん、南方の第７宿）と角（東方の第１宿）と属（つづ）くは円道なり。精、四時にめぐり、一上一下し、各々ともに遇うは円道なり。物動けば萌し、萌して生じ、生じて長じ、長じて大に、大にして成り、成ればすなわち衰え、衰えればすなわち殺（か）れ、殺（か）るればすなわち藏（かくる）るは円道なり」（季春紀・円道）
　
　前漢前・中期の『淮南子』天文訓では、天地日月の運行や一年の暦、四季の推移を記述し、これらは「終わりて復た始まる」と、定理として述べている。兵略訓では、天地万物の根源にある「道（タオ）」を、「終わりて復た始まる」ものとし、それは確固不動のものというよりも恒常的な形を持たず、変化極まりないもので、軍事戦略の究極もそうあるべきだとしている。解釈の幅が広がっていることから、この概念が当時、広く流布し成熟していたことを思わせる。
　
　「凡そ物、朕（きざし、＝兆し）あり、唯だ道のみ朕なし。朕なき所以は、其の常の形勢なき（＝決まった形がない）を以てなり。輪転して窮りなきこと、日月の運行に象（に）たり。春秋の代謝あるが若く、日月の昼夜あるが若く、終りて複た始まり、明かにして複た晦（くら）く、能く其の紀（＝法則性）を得る莫し。［道は］刑（かたち）を制して刑なし（＝物に形を与えるが、自らは形がない）、故に功成るべし。物を物として物とせられず（物を物たらしめるが、自らは物にならない）、故に勝ちて屈せず。
　刑は兵の極なり。刑なきに至りて、之を極むと謂うべし。是の故に、大兵は創（きず）つくなく（＝まことの戦争は敵味方とも傷つかず）、鬼神と通ず（＝闘わずして屈服させるさまは、鬼神に通じる）。五兵は厲（と）がざるに（＝五種の兵器はまだ研ぎ澄まされていないのに）、天下之に敢て当る莫し。建鼓（＝戦陣に使う大太鼓）庫より出さざるに、諸侯、慴㥄（しゅうりょう）して其の処に沮胆（そたん）せざる莫し（＝畏れ、意気消沈しない者はない）。故に廟戦（＝戦争に先立ち先祖の廟で作戦を立てる）する者は帝たり、神化する者は王たり。所謂（いわゆる）廟戦とは、天道に法るなり、神化とは、四時に法るなり。政を境内に修めて（国内で政治を行うだけで）、遠方も其の徳を慕い、勝を未だ戦わざるに制して、諸侯も其の威に服するは、内政、治まればなり」

　『春秋繁露』は、「終わりて復た始まる」無窮性は、「天の道」の本質であり、従って天地の万物の成長、「人の道」、王者の精神、治世の在り方にもその本質は通貫すると述べている。

　「天の道は、終わりて復た始まる。故に北方は、天の終始する所なり、陰陽の合し別るる所なり。冬至の後，陰俛（ふ）して西入し（＝陰が下降して西方で地下に入ると）、陽仰いで東出し、（陽が上昇して東方から地上に出る）、出入の処、常に相反するなり。多少調和の適、常に相順うなり（＝陰陽の気の量の適合性も相互に相手に順い保たれている）。多きことあるも、しかも溢（あふ）るるなし。少きことあるも、しかも絶えるなし。春夏は陽多くして陰少なく、秋冬は陽少くして陰多し。多少常なくして、未だ嘗つて分れて相散ずることあらざるなり。出入を以て相損益（＝易の用語、バランスを図ること。損益盈虚、そんえきえいきょ）し、多少を以て相既済（きせい、＝易の用語、整うこと）するなり」（陰陽終始）	
　「［万物の］生育養長（＝成長）は、成りて更に生じ（＝完成したら別のものが更に生じ）、終わりて複た始まる。其事（＝万物の成長）、利して民を活かす所以（＝手段）のもの、已むなし（＝やむことはない）。天言わずと雖ども、其の贍足（せんそく）せしめん（＝民を充足させよう）と欲するの意、見るべきなり（＝明確に見ることができる）」（諸侯）
　「仁の美は天に在り。天は仁なり。天は万物を覆い育て、既に化して之を生み、また養いて之を成す。事功、已むなく、終わりて複た始まる。（略）天は常に天下を愛利するを以て意と為し、養長を以て事と為し、春秋冬夏、皆、其の用なり。王者はまた常に天下を愛利するを以て意と為し、一世を安楽にするを以て事と為し、好悪喜怒はその用なり。然れば則ち主の好悪喜怒は、乃ち天の春夏秋冬なり。其れ倶に暖清寒暑にして以て変化して功を成すなり」（王道通三）
　
　『黄帝四経』から延々と流れ下った「終わりて復た始まる」循環の法則は、『黄帝内経』においても、天地陰陽の気の運行原理であり、天地の気が身体内部に感応、浸透した経脈の運行原理である。『黄帝内経』に結実する原初の医学体系が芽生えたとき、「終わりて復た始まる」の概念も、萌芽していたのだろう。同じ意味の「環（たまき）の端なきが如し」「環周」などの表現も『黄帝内経』には登場する。煩を厭わずこれらの語句を列挙しておこう。

　「是の故に、天地之動靜、神明は之を綱紀と為す。故に能く以て生長收藏し、終わりて復た始まる」（『素問』陰陽応象大論）
　「経脈は流行して止まず、環周して休まず」（『素問』挙痛論）
　「精専なるものは、経隧を行き、常に営して已（や）むこと無く、終りて復た始まる。是れを天地の紀（＝紀律）と謂う。故に気は太陰より出で、手の陽明に注ぎ、上行して足の陽明に注ぎ、下行して跗上に至り、大指の間に注ぎ、太陰と合す。上行して⋯⋯⋯⋯」（『霊枢』営気）
　「気の行くことなきを得ざるや、水の流るるが如く、日月の行の休まざるが如し。故に陰脈はその蔵を営し、陽脈はその府を営し、環の端なきが如く、その紀を知ることなく、終わりてまた始まる。その流溢の気は、内は藏府に漑（そそ）ぎ、外は腠理を濡（うるお）す」（『霊枢』脈度）　　　
　「人は気を穀に受け、穀は胃に入り、以て肺に与え伝え、五蔵六府、皆以て気を受く。其の清なる者を営と為し、濁なる者を衛と為し、営は脈中に在り、衛は脈外に在り、営周して休まず、五十にして復た大会す。陰陽相い貫き、環の端無きが如し。衛気は陰を行くこと二十五度、陽を行くこと二十五度、分れて昼夜を為す」（『霊枢』営衛生会）
　「其の気五蔵に内（い）りて、外に肢節を絡（まと）う。其の浮気の経を循（めぐ）らざる者は、衛気たり。其の精気の経を行（めぐ）る者は、営気たり。陰陽相隨い、外内相貫き、環の端無きが如く、亭亭淳淳（＝流れ果てない）として、孰（た）れか能（よ）くこれを竊（きわ）めんや。⋯⋯⋯能く陰陽十二経を別つ者は、病の生ずる所を知る」（『霊枢』衛気）　
　
　とはいえ、中国古代には、さまざまな宇宙論があった。多次元宇宙論のそれぞれを根拠とする複数の宇宙論的医学が存在したと考えてよいだろう。『黄帝内経』時代の医学が、循環する十二経脈論によって完全に標準化されてはいなかったことは、『霊枢』経脈篇以前の循環しない経脈論、すなわち長沙馬王堆漢墓出土の『足臂十一脈灸經』『陰陽十一脈灸経』と同様の一方向の経脈について語る篇が、現在の『霊枢』に保存されていることによって明らかである。それらは、「終わりて復た始まる」循環の宇宙原理よりも、「天六地五」の数術的宇宙原理へのこだわりを示している。
　
　では、いつのころから、循環する経脈論は優勢になったのだろうか。『呂氏春秋』のまとめられた戦国最末期、身体に関する知識はかなり蓄積されていた。それを基礎に、王が身体を健全に治めることがすなわち、国家を安泰に治めることだとする、これまた黄老文献の特色である「治身治国」論が緻密化されていく。『呂氏春秋』には、身体の健康のためには、体を動かし体内の精気が流れる状態を保たなければならないという認識が、以下のように記述されている。同じ文章は、江陵張家山出土の『脈書』にも見られ、戦国末には、このような気の身体観が定着していたことが分かる。　
　
　「流水腐らず、戸枢螻（ろう、＝虫食う）せざるは、動けばなり。形気（＝肉体の気）も亦た然り。形動かざれば則ち精流れず。精流れざれば則ち気鬱す。鬱、頭に居れば腫をなし、風をなす」（季春紀・尽数）
　「凡そ人の三百六十節、九竅五蔵六府、肌膚は其の比ならんことを欲し、血脈は其の通ぜんことを欲し、筋骨は其の固ならんことを欲し、心志は其の和せんことを欲し、精気は其の行（めぐ）らんことを欲するなり。此の若ければ則ち病居る所無くして、悪由りて生ずること無し。病の留まり、悪の生ずるは、精気鬱すればなり」（恃君覽・達鬱）
　
　『呂氏春秋』には、精気は体内を隈なくめぐらねばならず、鬱滞すれば、病や悪の心が生じるという「流れる気」の身体観と、身体の気は、天地の気と同じく、「終われば復た始まる」円道の構造にあるという黄老文献が持っていた「循環する気」の身体観が語られている。この二者が交わるなら、後に『霊枢』経脈篇で完成する十二経脈論が誕生することは、想像できるだろう。陽経は下がり、陰経は上がるという『黄帝内経』の循環する経脈論の出発点は恐らく、『呂氏春秋』段階にあったと思われる。
　
　　Ⅴ．《治身治国の思想》
　
　黄老思想の研究史において、『史記』太史公自序の「六家の要旨を論ずる」が重視されてきた。司馬遷の父、司馬談によるこの文章は、初めて「道家」という名称を使い、当時、優勢な思想潮流であった黄老思想を解説している。
　
　「道家は人の精神を純一にし、行動は形なき究極者に合致し、それ自身で充ち足り万物にゆきわたる。その方法は、陰陽家の大順をうけつぎ、儒家と墨家の長所をとりいれ、名家・法家の要所をつかみ、時勢によって移り、物に応じて変化して、習俗をたて政事をするのに、どれも適切でないものがない」
　
　「道家」は、老子・荘子の思想と陰陽家、儒家、墨家、名家、法家の思想の長所を採り、天地宇宙の法則に合致した柔軟な思考方法を持つというからには、司馬談が語る漢代初期の「道家」とは、純粋老荘道家ではない。諸思想を折衷した黄老道家だったのである。
　
　「六家の要旨」が、このように黄老思想の複合的性格を浮き彫りにしたことは、研究者たちが黄老思想を分析する際の導き手になった。しかし、「六家の要旨」が、論述の末尾に、帝王が形神（肉体とスピリチュアルな精神性）を修養すべきことを強調したのを、黄老思想の核心の事柄と気づいた研究者は、近年まで多くはなかった。以下の部分である。
　
　「人には天から与えられた神（＝スピリチュアルな精神性）が生じ、それは形（＝肉体）に託されている。神大いに用れば竭（つ）き、形大いに労すれば敝（やぶ）れ、形神が離れれば死ぬ。死者は再び生き返ることはできない。神が形を離れてしまうと再び帰ることはできない。だから聖人（＝帝王）は形神を尊重する。このように考えれば、神は生の本であり、形は生の道具である。先ず神を定めずして、「我に天下を治める用意あり」などと言うのは、どんな根拠があってのことか」
　　　　
　秦代末の『呂氏春秋』は、前漢中期の「六家の要旨」に先行するが、そこには、君主の治身が治国の基礎だという理念が端的に宣言されている。この文章から、中国の研究者は「治身治国」という概念を引き出した。
　
　「治身と治国は一理の術なり」（知度篇）
　「およそ事の本は、必ず先ず身を治す」（同先己篇）
　「昔は先ず聖王其の身を成して天下成る。其の身を治めて天下治まる」（同）
　「天下を取らんと欲すれば、天下取るべからず。取るべきは、身まさに先に取るべし」（同）
　「夫（そ）れ、慎むことを知らざる者は、死生、存亡、可不可、未だ始めより別あらざるなり（＝最初から分別がないのである）。⋯⋯此れをこれ大惑と謂う。かくの若（ごと）きの人は、天の禍する（＝わざわいを降ろす）ところなり。此れを以て身を治むれば、必ず死し必ず殃（わざわい）あり。此れを以て国を治むれば、必ず残（そこな）い必ず亡ぶ。夫れ、死殃残亡は、自ずから至るにあらざるなり。惑い之を召（まね）くなり」（重己［＝おのれを重んじる］篇）

　王の身体は天下国家と一体であり、天下国家は宇宙と一体である。ここにおいてもまた、中国思想の金太郎飴構造であるフラクタルな仕掛けが働き、気の思想と天人合一観に導かれた身体国家論が展開されているのである。
　　
　この「治身治国」論の系譜は、斉の『管子』にさかのぼる。
　
　「我が心（こころ）治し、官（政治）乃ち治し、我が心安んじ、官乃ち安んず」（内業篇）
　「心安んず、これ国安んずるなり。心治す、これ国治するなり」（同心術下篇）
　「心（しん）の体に在るは、君の位なり。九竅の職にあるは、官の分なり。心は其道に処り、九竅は理に循（したが）う。嗜欲充益すれば、目は色を見ず、耳は声を聞かず。故に曰く、上、其の道を離るれば、下、其の事を失う」（同心術上篇）

　こうした戦国の「治身治国」論は、漢代にもすたれなかった。『淮南子』を見てみよう。
　
　「いまだかつて身治して国乱る者を聞かざるなり。いまだかつて身乱れて国治する者を聞かざるなり。身は事の規矩なり」（詮言篇）
　「心（しん）は身の本、身は国の本」（同泰族篇）
　「それ欲に従いて性を失い動けば、いまだかつて正しからざるなり。以て身を治すれば則ち危うく、以て国を治すれば則ち乱れ、以て軍に入れば則ち破れる」（同斉俗篇）

　上の『淮南子』詮言篇の文章は、『呂氏春秋』重己篇の「此れを以て身を治むれば、必ず死し必ず殃（わざわい）あり。此れを以て国を治むれば、必ず残（そこな）い必ず亡ぶ」を踏まえ、かつ司馬談「六家の要旨」の「先ず神を定めずして、「我に天下を治める用意あり」などと言うのは、どんな根拠があってのことか」に対応している。『淮南子』と「六家の要旨」はほぼ同時代の著述である。
　
　では、前漢思想の集約点であり、黄老文献の終着点でもあった董仲舒の『春秋繁露』ではどうか。「治神治国」について論じた篇は、「通国身［＝国・身通ず］」と題されている。

　「気の清き者を精と為す。人の清き者を賢と為す。身を治むる者は、精を積むを以て宝と為し、国を治る者は、賢を積むを以て道と為す（＝治身する者は、精気を蓄えて根元的なエネルギーとし、治国する者は賢者を官僚として集めることを原則とする）。身は心（しん）を以て本と為し、国は君を以て王と為す。精、其の本に積めば、則ち血気相承受し、賢、其の主に積めば則ち上下相制使す。血気相承受すれば、則ち形体苦しむ所無く、上下相制使すれば、則ち百官各々其の所を得る。形体苦しむ所無くして、然る後に身得て安んずべきなり。百官各々其の所を得て、然る後に国得て守るべきなり。
　夫れ精を致さんと欲する者は、必ず其の形を虚静にし、賢を致さんと欲する者は、必ず其の身を卑謙す。形静かにして志し虚なる者は、精気の趣く所なり。謙尊して自ら卑くする者は、仁賢の事（つか）うる所なり。故に身を治める者は虚静にして以て精を致し、国を治る者は卑謙を尽くして以て授を致すに務む。能く精を致せば、則ち明を合して寿に、能く賢を致せば則ち徳沢洽（あまね）くして国太平なり」（通国身篇）
　
　「治身」に励む者は精気を体内に蓄積して血気の流通を保つ。「治国」に励む者は賢人を集めて活躍させ国を守る。身体を静虚にし、謙遜して驕らないことによって、君主の寿命は延び、賢人は参集し、国家も太平となる。「王の健康」と「国の健康」という二つの領域が、「虚静、謙遜」の修養状態を保つ王の身体を軸に結合されている。巨大な漢国家の複雑なシステムに合わせ、論理は複雑になっているが、構造自体は、『管子』『呂氏春秋』に表現された戦国の「治身治国」思想そのままである。「身は心（しん）を以て本と為し、国は君を以て王と為す」は、『管子』心術上篇の「心（しん）の体に在るは、君の位なり」を直接に引き継いでいる。

　このように、「治身治国」の理念は、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』と途切れなく伝わってきた。それとともに、国家統治と医療との緊密な関係の自覚も伝承されてきた。医療は、何よりも王の身体を守る国家の医療であった。
　
　では、黄老思想の水源と仮定してきた『黄帝四経』ではどうだろうか。実は、『黄帝四経』には、明確に「治身治国」論と指摘できるものは１個所しか見あたらない。それは、『黄帝四経』の名称で一括りにされている『経法』『十六経』『称』『道原』４書のうち、『十六経』の次の個所である。
　
　「黄帝、閹冉（えんぜん）に問いて曰く、吾は五正（政）を布施せんと欲す。焉（いず）くにか止まり、焉にか始めん、と。対（こた）えて曰く、始むるは身に在り。中に正度（＝正しい基準）を有（も）ち、後に外の人に及ぶ。外内交接せば、乃ち事の成る所を正す、と。⋯⋯黄帝曰く、吾は身を未だ自ら知らず。若何（いかん）せん、と。対えて曰く、后（＝王）、身を未だ自ら知らざれば、乃ち深く淵に伏し（＝深山に隠棲し）、以て内形（＝精気が充実した身体）を求めよ。内形已に得れば、后は自ら知り吾が身を屈せよ。黄帝曰く、吾は吾が身を屈せんと欲す。吾身を屈するは若何せん、と。対えて曰く、道同じき者は其の事も同じ、道異なる者は其の事も異なる。今、天下大いに争う。時至らん。后、能（よ）く慎みて争うこと勿（な）からんか、と。黄帝曰く、争うこと勿かれとは若何ぞ。対えて曰く、怒なる者は血気なり。争なる者は外脂膚なり。怒若（も）し発せざれば、浸廩（しんりん、＝浸透した米穀の気）是れが癰疽を為す。后、能く四者（＝血、気、脂、膚）を去れば、枯骨何ぞ能く争わんや、と。黄帝、是において其の国大夫を辞し、博望の山に上り、恬臥すること三年、以て自ら求む」（五正篇）

　この『十六経』は、『黄帝内経』と同じく、黄帝と臣下の対話篇であることが見逃せない。そして、黄帝が、天下に君臨するには深山に籠もって身体の修錬をし、怒りや争いの原因となる血、気、脂、膚を枯れ果てさせよと勧める臣下の言葉に従い、三年の行に臨むという逸話が語られている。そこには、「始むるは身に在り（あらゆる行為の出発点は身を修養することである）」という黄老思想共通の発想がうかがえるとともに、黄老化した後期『荘子』と同じような神仙道的雰囲気も感じられる。
　
　いっぽう、『経法』『称』『道原』など『黄帝四経』の他の3書には、同様な身体修養論も「治身治国」論も見られない。『十六経』は、他の3書とは年代が異なるか、別系統の思想書かもしれない。そして、「治身治国」の理念が明瞭に指摘できるのは、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』においてなので、『黄帝四経』のうち『経法』『称』『道原』は、それら黄老系文献より以前の著述のように思える。もし、より新しくて、漢代初期の書物ならば、同時代の他の書物にある「治身治国」の語句を欠く理由は見つけ難いからである。しかし、この問題に解答するには、もっと慎重な準備が必要だろう。

　「治身治国」思想は黄老思想といえよう。しかし、わたしたちがその源流と設定した『黄帝四経』の『経法』『称』『道原』ではまだ形成されず、『十六経』においても素朴で経験論的であり、国家統治の身体論的帝王学としてはっきりと理念化されたのは、黄老思想が練り上げられていく斉の『管子』以降と考えるべきなのかもしれない。
　
　では、『黄帝内経』（現存の『素問』『霊枢』の便宜的な呼び方）ではどうなっているだろうか。
　
　『素問』霊蘭秘典論篇は、ひとの体内の臓腑と国家の官僚制度を対応させ、国家の健康の基礎は君主の健康であると述べる篇である。また、『霊枢』師伝篇、外揣（がいすい）篇は、鍼治療と「治国」は同じことだと主張している。これらの篇は、黄老の「治身治国」論の流れを汲む戦国・漢代の身体国家観を前提として書かれているのであり、それを踏まえずに読み解くことはできない。

　「黄帝問うて曰く、願わくば十二蔵の相使貴賤は如何（いかん）を聞かんと。岐伯対（こた）えて曰く、悉（つ）くせるかな問うや、請いて遂くに之を言わん。心なる者は君主の官なり。神明これより出づ。肺は相傅（そうふ）の官（＝宰相）なり。治節これより出ず。肝は将軍の官なり。謀慮これより出ず。胆は中正の官なり。決断これより出ず。膻中は臣使の官なり。喜楽これより出ず。脾胃は倉廩（そうりん）の官なり。五味これより出ず。大腸は伝導の官なり。変化これより出ず。小腸は受盛の官なり。化物これより出ず。腎は作強の官なり。伎巧これより出ず。三焦は決瀆（けっとく）の官なり。水道これより出ず。膀胱は州都の官なり。津液ここに蔵さる。気化すれば則ち能く出ず。凡そ此の十二官は相い失するを得ざるなり」（『素問』霊蘭秘典論篇）
　「（心なる者は、君主の官なり、神明これより出ず。⋯⋯）故に主明かなれば則ち下、安んじ、此れを以て生を養えば則ち寿、世を歿（お）うるまで殆（あやうから）ず。以て天下を為（おさ）むれば則ち大いに昌（さか）んなり。主、明かならざれば則ち十二官危うし。使道（＝気血の道）閉塞して通ぜず。形乃ち大いに傷る。此れを以て生を養えば則ち殃（わざわい）あり。以て天下を為める者は、其の宗（＝国家、民族）大いに危うし」（同）
　
　霊蘭秘典論篇の「心なる者は、君主の官なり」は『管子』心術上篇の「心（しん）の体に在るは、君の位なり」および、『春秋繁露』通国身篇の「身は心（しん）を以て本と為し、国は君を以て王と為す」を引き継いでいる。

　また、「主、明かならざれば則ち十二官危うし。使道（＝気血の道）閉塞して通ぜず。形乃ち大いに傷る。此れを以て生を養えば則ち殃（わざわい）あり。以て天下を為（おさ）める者は、其の宗（＝国家、民族）大いに危うし」は、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』の以下の部分に対応している。
　
　「［君主である］心（しん）は其道に処（お）り、［官僚である］九竅は理に循（したが）う。［君主が］嗜欲充益すれば、［官僚である］目は色を見ず、耳は声を聞かず。故に曰く、上、其の道を離るれば、下、其の事を失う」（『管子』心術上篇）
　「此れをこれ大惑と謂う。かくの若（ごと）きの人は、天の禍する（＝わざわいを降ろす）ところなり。此れを以て身を治むれば、必ず死し必ず殃（わざわい）あり。此れを以て国を治むれば、必ず残（そこな）い必ず亡ぶ」（『呂氏春秋』重己篇）
　「それ欲に従いて性を失い動けば、いまだかつて正しからざるなり。以て身を治すれば則ち危うく、以て国を治すれば則ち乱れ、以て軍に入れば則ち破れる」（『淮南子』斉俗篇）
　
　『素問』霊蘭秘典論篇の身体国家論は、『管子』『呂氏春秋』や『淮南子』『春秋繁露』の「治身治国」論を継承しながら、医家固有の十二藏府論を組み込んで論理構成を精緻化したものである。

　◎『黄帝内経』に見える「治身治国」思想の風化　　
　しかし、『黄帝内経』には戦国・漢代の「治身治国」思想の風化を物語るかのような経文が含まれている。『霊枢』師伝篇、外揣（がいすい）篇である。
　
　「黄帝曰く、余は先師に聞く、心に蔵する所あるも、方に著さず（＝心に記憶しても、木簡には著録せず）、と。余、願わくは聞きてこれを藏し、則（のっと）りて之れを行い、上は以て民を治め、下は以て治身し、百姓をして病無く、上下和親し、徳沢下に流れ、子孫に憂い無く、後世に伝えて、終る時、有ること無からしめん。聞くことを得べきか。歧伯曰く、遠きかな問いたまうことや。夫れ民を治むると自ら治むると、彼れを治むると此れを治むると、小を治むると大を治ると、治国と治家と、未だ逆いて之を治ることあらざるなり。夫れ惟だ順うのみ。順うとは、独り陰陽脈論、気の逆順のみにあらざるなり。百姓人民皆、其の志に順うことを欲するなり」（『霊枢』師伝篇）
　
　ここでは、「民を治むると自ら治むると、彼れを治むると此れを治むると、小を治むると大を治ると、治国と治家と」というように、一見、異なった領域のように思える「治める＝治療する」行為が、実は同じことであり、すべて「天道」に順うべきのみでなく、人民の志、欲求に順うようにすべきであると語られる。一君万民の古代帝国における平等政治の理想が言及されているかのようでもある。
　
　しかし、「治身治国」論を宣揚する霊蘭秘典論を含む『黄帝内経』であれば、本来はここで、王の心身の健康の維持こそ、天下国家の安泰の中心軸であるとし、まず王の「治身」と「治国」という二つの領域を繋ぐ議論から始めてもよかったはずである。そのうえで他の諸々の領域を「治める」行為もすべて同じだと展開する方が、筋の通った古代医療論になっただろう。肝腎かなめの中心軸を忘れていやしませんか、である。ここには、『呂氏春秋』に見られた「治身と治国は一理の術なり」と言い切る力強い文体はない。「治身」と言えば、「治国」と響く端的な気風が変容した時代状況における言葉ではないだろうか。同様なことは、外揣篇にも感じられる。　

　「黄帝曰く、余、九鍼九篇を聞き、余、親（みず）から其の調を受け、頗（すこぶる）、其の意を得たり。夫れ九鍼なるものは、一に始まりて九に終わる。然れども未だ其の要道を得ざる也。夫れ九鍼なるものは、之れを小にすれば則ち内なく、之を大にすれば則ち外無く、深きこと下と為すべからず。高きこと蓋と為すべからず、恍惚として竅り無く、流溢して極り無し。余は其の天道、人事、四時の変に合するを知る也。然れども余願わくば之を毫毛に雜え、渾束して一と為さん、可なるか。岐伯曰く、明かなるかな、問や。独り鍼道のみに非ず、夫れ治国も亦然り。
　黄帝曰く、余、鍼道を聞かんことを願えり、国事に非ざるなり。岐伯曰く、夫れ治国なるものは、夫れ惟だ道（＝天道、天地の法則性）のみ。道に非ずんば、何ぞ小大深浅をして雑え合わせて一と為すべけんや」（『霊枢』外揣篇）
　
　九鍼の使い方の極意を知りたいと願う黄帝に、岐伯は、それは「治国」と同じだと謎めいた答えをしている。黄帝は、「余が聞きたいのは鍼道であり国事ではない」と応じ、それを受けて岐伯は、「治国」も「鍼道」も「天道」の法則に則る意味で同じだと、『黄帝内経』全体のテーマを承けた優等生的な説明を始める。まどろこしい遠廻りの演出ではないか。
　
　「治身治国」思想は、当然の前提として、「治国」も「鍼道」も同じという論理を含む。鍼は、王の身体の治療を通して国家を治療しているのである。その説明を岐伯から引き出すために、わざわざ黄帝に無知を装うカマトト質問をさせている。時代は、『呂氏春秋』のように「治身と治国は一理の術なり」と有無を言わさぬ理念を打ち出すなら、世間から浮いてしまうと、作者の医家が考えるような状況にあったようである。

　『霊枢』玉版篇における黄帝のオトボケ質問も、同工異曲である。
　
　「余、小鍼を以て細物と為すなり。夫子（＝先生）乃ち上はこれを天に合し、下はこれを地に合し、中はこれを人に合すと言う。余、以為（おもえ）らく、鍼の意を過ぐと。願わくば其の故を聞かん」
　
　『黄帝内経』には、「天の法則、地の法則に順い鍼治療をしなければ災いが起こる」と明言されている。鍼は、宇宙を形づくる天地人一体の法則に則り施術されなければならないことは、金科玉条なのである。ところが、黄帝はその大事な思想を岐伯に解説させるために、「先生はそう言うけど、それって大げさじゃないの」とわざわざ言って水を向けるのである。時代はもはや、そうした漫才のような脚色を通してしか、『黄帝内経』の本来の思想を伝え難くなっていたようである。
　
　「治身治国」思想は、万物は天地宇宙から個人の身体まで網の目のように繋がっているという天人合一宇宙観が、身体〜王権〜国家〜医療観に適用されたものである。それは、王の身体の気は、天地、日月と繋がり、人民や動物、植物と繋がり、宇宙に遍満する音楽とも繋がり、王の身体が癒されると国も人民も動物、植物も癒されるとした古代のシャーマン的な前意識を宿している。そこでは、王の生殖の行為も、天地の気との一体性を甦らせ、作物や家畜を含めた宇宙の全生命の繁栄のための予祝であった。
　
　『黄帝内経』に保存された「治身治国」思想を、その古代的な前意識にさかのぼって細やかに読み解けば、わたしたちは、宇宙のあらゆる存在が繋がり、その生命の連鎖の働きによって、いのちは治るようにできているという伝統医療の思想にたどり着くことができる。
　　
　Ⅵ．《中国鍼灸の原理図》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　以上の説明を念頭に、中国古代鍼灸の原理を図形に表現してみよう。
　
　まず、円である。これは、中国古代思想の共通基盤であり、『黄帝内経』にも貫かれている「天」ないし「天道」または「宇宙」を表している。同時に、この円は、気の上下・陰陽・四時（＝四季）の循環の法則、「円道」の意味である。つまり、この円は、『黄帝内経』の医学が「天道」に則り、「天道」が気の上下・陰陽・四時の循環の法則に従っていること、さらに、鍼灸技術も、「天道」に則り、気の上下・陰陽・四時の循環の法則に従うべきことの端的な表現なのである。
　
　次の正方形は、「地」である。円と正方形が接しているのは、天地の交わりを表している。「天と地が交わり生まれるもの、それを名づけて人という」（『素問』宝命全形論篇）。人は、正方形の対角線の交点、図形中心の１点である。中心点が人であるという配置は、「人よりも貴きはなし」（宝命全形論篇）という『黄帝内経』の人間中心主義と医療技術に対する誇らしい肯定を象徴している。
　
[image: Macintosh HD:Users:matsudahirokimi:Documents:博公ＴＥＸＴ:使用中:執筆中:〈黄帝と老子〉雑感:〈黄帝と老子〉雑観・原稿:黄帝と老子　『黄帝内経』原理図.jpg]　この図形は、『黄帝内経』の原理が天人合一であり、刺鍼技術においても「天の法則、地の法則を用いなければ、災害が起こる」（『素問』陰陽応象大論）」と強調していることを読者に想起させたいがためのものである。
　
　また、この図形は、宇宙と身体を貫く「天地人三層構造」図と理解することもできる。宇宙三層構造論は、これまで言及してきたように、『素問』三部九候論篇の脈診論などに見られる、『黄帝内経』の身体宇宙観の重要要素であった。
　
　それだけでなく、この図形は、気一元論、陰陽論、五行論も含んでいる。円は、古代以来、中国で「一」や「太一」と命名されてきた大きな気の全体性の造形であり、『黄帝内経』が立脚する気一元論を表現する。その円が、２本の対角線で重ね合わせに分割されている形を、ぐるぐると回転する陰陽太極図に見立てることができる。また円と正方形の交点4点と対角線の交点1点、合わせて5点で、五行論を暗示している。
　
　つまり、この図形は、『黄帝内経』を成り立たせている古代鍼灸の原型の論理をほぼ表現し終えている。黄老思想の中心軸であった「天道」思想、そして天地人三才思想、気の循環の思想、気一元論、陰陽論、五行論などは、この図形に載せることができた。治身治国論も、この図形の範疇である。対角線が交わる中心に王を置けば、王が天地宇宙の気を受けて健康であることで天下は健康である、という天人合一身体国家論の構図が浮上する。
　
　だが、『黄帝内経』の原理は、この説明ではまだ足りない。というと、そりゃそうだよ、あれも足りない、これも足りないと、皆さんは言い始めるだろう。経脈論はどこにある、藏府論はどうなっている、虚実補寫論もないね、と。
　
　わたしが足りないというのは、そういうことではない。経脈論も、藏府論も、虚実補寫論も、『黄帝内経』では、天地と身体の構造の合一性や四季と日月星辰の運行の法則から導かれているのである。それらはすべて、この円と正方形が交差する天人合一の宇宙論的時空から取り出せる。
　
　Ⅶ．《数術の思想》
　　
　中国人が歴史上、連綿と作成してきた図表は、必ず数（かず）と結びついていた。中国の図表文化は数の文化でもある。典型的には、一から九の数で構成された魔方陣がそうだし、陰陽図や易図も一、二、三、四、八やその倍数を隠し持っている。脈図や運気論も同様に三、五、六、九、十、十二、二十四、二十八などの数から構成されている。
　
　こうした中国人の数への神秘主義的な信仰、それが漢代以来、「術数」ないし「数術」と呼ばれてきたものである。それは、上にまとめた原理図において、円と正方形、対角線などの各接点、交点に、「数」として含まれているのである。

　「数術」は、『黄帝四経』にも少し語られ、『管子』『呂氏春秋』、『淮南子』『春秋繁露』と黄老系列が進むにつれて用いられ方は煩瑣になっていく。十干十二支に基づく「五六原理」は、殷代に萌芽し、周代には成立していたようである。１年十二ヶ月、二十四節気、天空の二十八宿星座、北極星、五星の数の神秘化は早くから行われ、五行論が誕生すると五は至高の數と考えられた。数術が最もマニアックに政治や官僚制度、学術の諸分野に適用されたのは、漢代であった。そこでは、音楽の制作法である「三分損益法」から導かれた、三、六、九、八十一などの数字が特に聖化された。

　『黄帝内経』には、「数」へのこだわりが顕著に表現されている。黄老系文献の伝統を引き継ぎつつ、漢代の時代思潮を反映している。それは宇宙と身体を数によって整合的に把握するという、宇宙論的医学書の固有の目的にも合致していたのである。　　
　
　『素問』『霊枢』には「数」への言及が目立つ
　「上古の人、其の道を知る者は陰陽に法り、術数に和す（術数＝数術が扱う数。天文・暦・占術・陰陽五行の法則性と調和した生き方をする）。食飮に節あり、起居に常あり、妄（たばかり）に労をなさず。故に能く形と神と倶にして、ことごとくその天年を終え、百歳をこえてすなわち去る」（『素問』上古天真論）
　「夫れ人の常数（＝不変の法則性）は、太陽は常に多血少気、少陽は常に多気少血、陽明は常に多血多気、厥陰は常に多気少血、少陰は常に多血少気．太陰は常に多血少気。此れ天の常数なり」（『霊枢』五音五味篇）
　「天地の至数（＝天地の構造を示すマジカルな聖数）、一に始まり、九に終わる」「天地の至数、人形（じんけい）、血気に合す」（『素問』三部九候論篇）

　そして、全篇に意味ありげな数がちりばめられている。

　ツボの数は１年の日数に対応する
　「黄帝問うて曰く、余聞くに、気穴三百六十五はもって一歳に応ずと。未だ其の所を知らず。願わくば卒く之を聞かん、と。岐伯稽首、再拜して対えて曰く、（略）凡そ三百六十五穴は鍼の由りて行く所なり、と」（『素問』気穴論篇）
　「歳に三百六十五日有り．人に三百六十節有り、地に高山有り、人に肩膝有り、地に深谷有り」（『霊枢』邪客篇）
　「計（かぞ）うるに人もまた三百六十五節有りて、以って天地を爲して久し」（『素問』六節藏象論篇） 

　五、六およびその倍数は天地と世界と人体とを繋ぐ
　「余聞く、人の天道に合するや、内に五蔵あり、以って五音、五色、五時、五味、五位に応ずるなり。外に六府あり、以って六律に応じ、六律は陰陽諸経を建て之を十二月、十二辰、十二節、十二経水、十二時に合す。十二経脉は、此れ五藏六府の天道に応ずるゆえんなり」 （『霊枢』経別篇）
　「六なるものは律なり。律なるものは陰陽四時を調えて十二経脈を合する」（『霊枢』九鍼論篇）
　
　天地と人体は構造が同じで数も同じ
　「地に九州有り、人に九竅有り。天に四時有り、人に四肢有り。天に五音有り、人に五藏有り。天に六律有り、人に六府有り。天に十日有り、人に手十指有り。辰に十二有り、人に足十指・茎・垂有り以って之に応ず。女子は二節足らざるも以って人形を抱く。歳に三百六十五日有り、人に三百六十節有り。地に十二経水有り、人に十二経脉有り。歳に十二月有り、人に十二節有り。此れ人と天地相応ずる者なり」（『霊枢』邪客篇）
　「天地の間、六合の内、五を離れず、人も亦た之に応ず」（『霊枢』陰陽二十五人篇）
　「人に三部あり、部に三候あり⋯⋯三部には下部あり中部あり上部あり。部には各々三候あり。三候には天あり地あり人あるなり」（『素問』三部九候論篇）
　
　『黄帝内経』における「数」は、一つ、二つと計算する実数や、あるものを他と差別するための無機的な符合ではなく、天地と人を繋ぐ神秘作用をまとった宇宙論的媒介なのである。数は、究極的には万物が宇宙と繋がっていることを示すために使われている。それぞれの数は、その数を帯びるものを全体（「一」）に繋ぎ止め、万物が万物と感応し共振共鳴する気のネットワークにあることを確認する。数術を理解する際に、最も大切なのは、そのことである。
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